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本稿は 、
一
九六九年度のこの
「研究年報」
に
載っ
た
拙稿「滋賀県の
宮座

の
現況
||社会人類学的予備調査」

の
あとをうけて 、
昨年(一
九七O年)

十一
月上t中句に
行われた四ケ
所の
集中的調査の
概要を 、
中間報告のかた
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ちで一
応まとめた
もので
ある。
更に
詳しい
分析や考察は 、
本年度(一
九七

調

査

と

湖

品

橋

統

一
年)
に
行われる予定の
湖西と湖北の
集中的調査の
同様な中間報告が
終っ

てから 、
こ
れともあわせた総括的検討において
する
考えである。

今回の
調査地として
何故 、
この四ケ
所を選んだかについては 、
前稿で
も

示唆しておいたが 、
その
他に
も若干の
理由がある。
まず湖南の
甲賀郡信楽

町多羅尾は 、
同町上朝宮にみる
如く 、
かなりくずれているとは云
え 、
し 、
わ

ゆる
株座形態を本質的に
そなえ 、
それが村落の
階層分化に
結びつ
いていて

この
辺りの
山間部の
特色を示すもの
として 、
一
応、
湖南の
代表例と見倣し

うるこ
と、
しかも上朝宮よりも現在でも宮座行事がより多く保存され 、
記

録文書もかなりあるこ
と、
調査の
便宜に
も熱心な御協力が得られる見込み

で
あっ
たこ
と、
などが
その
理由で
ある。
湖東は前稿で
指摘した如く 、
株座

はほとんどみられず 、
い
わゆる村座が大部分で且 、
その
組織形態は
甚だ
多

様なの
だが 、
限られた調査日
程・
能力・
費用からみて 、
三ケ
所ぐらいが
適

当ではないかと思われた 。
そこで
官座がすでにほとんど崩壊したかにみら

れる湖東岸は除き、
近江盆地中心
部から鈴鹿山系の
山裾にか
けて 、
調査上

の
便宜と御協力とい
う点で蒲生郡蒲生町鋳物師を 、
調査日程の
関係から実

二九
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際に
官口座行事を直接に
観察で
きるとい
う点で
同郡竜王町弓削を、
周期的に

，座の
組かえ'
を行う特殊な徹底した村座形態の
例として
神崎郡永源寺町

石谷を、
それ
ぞれ選
ん
だわ
けである。
(付図参照)
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な
お、
今回の
調査時期と日
程に
ついて 、
私事
に
わ
たっ
て恐縮
だ
が、
お
こ

とわりして
おきたいの
は、
昨年七t八
月
(暑中休暇)
に
調査を計画してい

たとこ
ろ、
六
月末に
左眼
を
災い 、
一
ヶ
月半の
入院手術の止むなきに至っ
た

。

ため 、
その
後の
加療保養もあっ
て、
十一
月
に
延
ば
さざる
を得
ず、
日
程も体

調や講義とのかねあいで当初の
予定より短縮せざるを得なかっ
た 、
とい
う

事情に
あっ
たことである 。
このため
調査の
不備は少くないが 、
今回は止む

を得ないかと思う 。

一 、
湖

南

甲賀郡信楽町多羅尾

信楽町多羅尾は旧多羅尾村で 、
甲賀郡で
も最南部の
水口
丘陵の
奥深い
山

間部に
位置するが 、
京都府相楽郡南山城村や三重県阿山郡島ガ
原村・
上野

市などに
援し、
い
わゆる伊賀越えの
要路に
も当り 、
早くから治政・
軍略上

の

要所と
して注目
さ
れて
い
た
ようで
ある。
こ
の地の
豪族
(地頭)
多羅尾氏

が
本能寺
の

変
の

折 、
三
河
に
戻る家康の
先導
をした功
に
よ
り、

後
に
代官に
と

りたてられて 、
幕府が関西各地に
散在する天領の一
種の
元締のような役割

を果
す
こ
とになっ
たとい
う
の
も 、
このよう
な地理・
地形的な意味があっ
た

ょ
うである。

(写真A
①t③参照〉
このこ
とはまた 、
文化的にも云えるこ
と

で
あっ
て 、
奈良・
京都・
伊勢など古代日
中世文化の
伝承に
もかかわりあり

が深
く、

信楽が近衛氏の
荘園所領であっ
た
こ
と及
び、
多羅尾の
高宮神社に

ある楠の
古木に 、
皇祖を伊勢に
配るに
際して 、
この
地を通っ
て
神送りした

とい
う伝承がま
つ

わっ
て
いるこ
となど
に
も 、
そ
うしたよすがが偲
ばれる。

多羅尾
は滝川渓谷沿
い
に
細長
く点々
と列っ
た集落であっ
て
ll川上から順

に 、
上出・
浦出・
中野・
下出・
茶屋出・
新旧の
それぞ
れ一二 、
四
十
戸の
字

(組〉
に
分れてい
る

||海抜は四、
五百米で
さして
高
くはな
いが 、
いかに

も山深い
山村で 、
このような処に
宮座の
如き伝統的神事組織や儀礼がい
ま



尚かなり存続されているの
も成程と首肯される
ものがある 。
神社は
伊賀路

に
近い
上の
高宮と下の
里宮神社(多羅尾郷の
中心部に
ある)
が一
対になっ

た格好だが 、
高官神社の
方がより古い
とされ(十二
世紀中頃 、
仁平年間の

建立と伝承され 、
神社の
紋章は
近
衛家々
紋と同じ 、
祭神は
高官
が
火産
神 、

里官が
素蓋鳴尊・
大年神である 。
(写真
A④t⑥参照)
多羅尾郷は現在約

二
OO戸だ
が 、
明治大正
期は一
八O戸位 、
第二
次
大戦後に二三
O戸
位に
増

えた時期を除けば 、
徳川期でも一
五O戸程度で 、
二
OO戸をこ
えたことは

まずなかっ
たよ
うで
ある 。

さて
以下 、
官座の
組織と行事の
概略を記し 、
差当っ
て
問題になる
若干の

点を少しく検討することにしよ
う 。

宮座は全体が
左と右の二つに
分れている 。
左の
方が戸数が少く(全体の

約三
分ノ一) 、

左は殿様座

左右へ
の
所属は
家によっ
て
代々
一
定している 。

などともよばれ 、
右よりも格が高い
とされている 。
こ
れは
代官の
多羅尾氏

の
家系につ
な、がる
もの
とも云うが 、
歴史的な確証があるわけではない 。
た

だ明治十七年二
月攻正の
「左座順番帳」
の
冠頭に 、
破損した明治五
年の
帳

面から写しとっ
たとして 、
元地頭 、
多羅
尾
光
弼
及
び同家々
臣五
名の
姓名が

列挙され 、
こ
れらが帰
農によっ
て
座
附し
たので 、
一
代限りで座上り(座の

上位につ
ける)なさ
しめた云々
とあっ
て 、
右でなく左座に
別格で入座した

事実が窺われるので 、
少くとも左が上
格で
あり 、
そして
多羅尾氏の
家系と

かつ
ては多少のつ
ながりをもつ
もの
も若干はあっ
たのではないかとも思わ

れる 。
因みに 、
多羅尾家は、
現在 、
宮座に
入っ
ておらず 、
家はあるが当主

は
そこに
居住してい
ない 。

宮座の
社会人類学的調査
I

なお 、
左と右が地域的な偏りをもっ 、
とい
うような傾向は全くない 。

宮座へ
は数え年 、
十七才の
男子が
左右別例に十一
月十三日に
届出登録し

入座
する 。
こ
れは
祭礼部(祭仲間)
と
称する 、
い
わゆる
若衆へ
の
仲間入で 、

酒一
升と大根一
本を持っ
て
挨拶に
行く 。
この
前日には
長老衆(長と書いて

へ
扶拶に
ゆき、
そこで
酒(濁酒)
の
あらためが長座(オト

オトナと読む)

ナザ
li後述)

によっ
てなされるから、
やはり形式的にはこ
れが座入で
あ

る 。
祭礼部は、
明治二十六
年の
「左座祭礼之仲間寄人(口規約」
によると 、
結

婚前の
若衆四O
名で
構成されており 、
規約の
内容も各地にみられる一
般の

若者(衆)
組と概ね同様なので 、
要するに
若者組と見倣してよく 、
宮座を

一
種の
長老制日
年令階梯制と理解しようとする
私の
立場からすれば 、
青年

(若者〉
階梯に
他ならない 。

祭礼部には
細かな(年令)
序列区分や地位役割分担はとりたてて見られ

こ、、、道、
ふト川
、v
品川H
一
才でも年長の
者には
服従しなくてはならず 、
年令序列はかなり

厳
しかっ
た
よ
うである
ll現在 、
この
組織はほと
んど
消
滅してい
る 。
祭礼

部の
仕事は祭礼・
官座の
諸行事の
下 -準備で 、
上の
高官・
下の
里宮での
宵宮

の
宮龍りが主な
任務である 。
なお 、
先の
「規約」
によると、
祭礼部の
集会

では少くとも二五
名以上の
出席によっ
て
議定しなくてはならぬとされてい

る 。
結婚
すれば
自動的に
祭礼部から
脱けるが 、
こ
れに
続く明確な
中
年階梯

の
組織はない 。
ただ中壮年層の
ものに狩頭(カリガシラ)
と称する
職分が

あっ
て 、
こ
れ
は
猪の
害を
防
ぐのに

部
落共同で
猪狩を
行
う
ときの
頭役が本来

の
役割であるが 、
隣村との
村境の
係争事件の
調停とか道普請の
監督などで

も長老衆(長座)
の
意を体して
行動するとい
う地位である 。

従っ
て 、
応

こ
れは中年階梯に
当るとみるこ
とがで
きよう 。
狩頭は
左と右 、
六
名ずっ 、
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計十二
名である。

長座(オトナザ〉
すなわち長老衆の
座は、
年預(ネγユョ
とよび
年頭と

も書く〉
と称せられる長老たちが 、
左右十名ずっ
それぞれ別個に
構成する

長老階梯で 、
最長老から座入登録順ハ年令順)
の
厳格な序列づ
けが定まっ

てい
る。
そして二
月五日に
行われる山の
神当(後述〉
で 、
最長老が座掌(座

頭とか座長ともい
う)
として上位から左右玉
名ずつの
年預(広義にはこの

十名を座掌H
将とよぶ)
を招き、
左右の
神主(長座の
帳面箱を管理する帳

面方のこ
とで 、
宮守ともい
う)

各一
名と宮司(現在は世襲の
宮司職が里宮

に
ある)
が立会っ
て 、
行事をとりおこ
ない 、
長寿を祝っ
て引退する。
そう

すると
脇長老(次位の
長老)
が
次の
座掌に
くり上る仕組である 。
この
間に 、

年預の
誰かが死去すれば 、
やはり座入順に
従っ
て
次の
ものが
長座入(年預

入)
して
繰上げ補充されるわけである。
左右それぞれの
長座は別個に
組織

されるが 、
もちろ
ん
全体として一
対の双分的組織であり 、
宮座の
主要行事

ではすべ
て
相対して
年長順に
着座する。
従っ
て
厳密には
難かしい
問題もあ

るが 、
組織的に
も機能的に
もこ
れは
社会人類学(民族学〉
で云
うところ
の

双分組織の一
種であると一
応 、
見倣してよい
と思う 。

さて 、
多羅尾では，七当'
と云っ
て 、
男子は一
生の
うちに七つの

儀礼役

を
順に果すこ
とによっ
て 、
無事に
生涯を
終え 、
天寿を全うした
もの
とされ

る 。
こ
れは 、
①紙の
当、
①成花の
当、
@月行司 、
④三
月当、
@九日の
当、

@祭当、
⑦山の
神当、
とよばれるものである。
①紙の
当は、
二
月十日の
水

ロ
祭の
際に 、
家々
の
首代田の
水口に
立てる御幣(ハ
デウルシの
木の
枝)
に

つ
ける
紙片を各戸から
集める役目で
あっ
て 、
紙が貴重で
あっ
た
昔はかなり

大事な役割であっ
た 。
い
わば 、
一
種の
集金係とも云えよう。
@成花(ナリ

パ
ナ)
の
当も 、
同じく水口
祭の
際 、
黒文字の
小枝に
餅花をつ
け「午王」
の

朱印を捺した
紙片を挿む祝木をつ
くる折に 、

餅をついて
準備をする役割で

ある。
@月行司(ガチギョ
ウジ〉
は、
この
「午王」
さんをつ
くるの
が仕事

で 、
①や②を監督する役である。
④三
月当は、
三
月三日(い
まは四
月三日〉

に五穀豊穣祈願のために
里宮で
行う儀
相 )
(@
@
と共に
最も重要な宮座行

事〉
において 、
諸準備一
切の
賄方をつ
とめる役割で 、
要するに
当家(ここ

ではウマ
ヤとよぶのが
普通〉
である。
@九日の
当は、
九月九日
(い
まは
十

月九日〉
に
高宮で行われる④と同様な儀礼での
当家で
ある 。
@祭当も 、
内

容的にはほとんど同様な 、
十月十四日に
里宮で
催される宮座の
秋祭りにお

ける当家である。
⑦山の
神当は、
二
月五日の
山の
神祭(昔は
西谷とい
う所

に
社殿があっ
たようだ)
において 、
前述のように
長座の
最長老が座掌とし

て
当家の
勤めを果し、
こ
れを以っ
て
生涯の
当納めとする、
い
わば目出度く

引退する儀礼である。
こ
れらの
当番の
決め
方は、
それぞれの
当の
役割・
軽

重に
応じて
種類(正副)
や人数が
異るから複雑で
あるが 、
い
ずれの
場合も

共通原則は座入(年長)
順とい
うことである。
そして 、
ご
く大まかに云え

ば 、
①が二
十才位 、
①が二
十代後半から三十代 、
③が四十代前半 、
@@@

が四十代後半から五・
六十代 、
①は七・
八十代ハ普通八十才すぎ)
である。

か
くて七当は、
官座における通過儀礼としての
地位(巳Z巳印冨吉田〉
を年

令階梯的に
表章していると、
みるこ
とがで
きると思う。

なお 、
右の
当行事・
座祭り以外の
神社の
祭儀としては、
高官の四
月二四

日の
例祭・
六
月三十日の
祇園祭 、
里宮の
十月二
日の
例祭・
七月十四日の
祇

園祭などがあるが 、
こ
れらは
本来 、
宮座とはあまり関係がない 。

また正
月の
諸行事(年頭の
種々
の
儀礼や十二
月の
山ほどき)
とか五
月の



虫送りなど 、
農耕や山仕事にまつ
わる諸儀礼も 、
その
多くがいまも存続し

てい
るが 、
昔ほど宮座とはかか
わりあいがなくなっ
ている。
こ
れは
後述す

るように 、
第二
次大戦後の
文化H
社会変化によっ
て
官座その
ものが
弱体化

し 、
若干の
変化を余儀なくされたこ
ととも関連していよう 。

だが
何れにし

ろ、
右の
当行事 、
座の
諸儀礼が 、
い
まなお長座を中心に
存続しているこ
と

は、
ここではつ
まるところ、
宮座すなわち長座であるこ
とを意味するわけ

である。
そしてこのことは、
一
種の
年令階梯制としての
長老制たる宮座の

本質であっ
て 、
宮座一
般に通ずるのではないか 、
と思うのだが 、
以下 、
多

羅尾の
長座につい
てもっ
と検討してみよう 。

現在の
左長座の
年預を序列順に
列挙すると次の
如くである 。

① 
高田良太郎(明治三二
年座入 、
八七
才)

① 
川合彦太郎(明治三八
年座入 、
入十才)

③ 

平

奥島

(明治三
九年座入 、
七九才〉

④ 
竹中与一
郎(明治三
九年座入 、
七九才)

@ 
有国
勇造(明治四二
年座入 、
七九才〉

@ 
有国銀三
郎(明治四二
年座入 、
七九才)

① 

奥島
平次(明治四三
年座入 、
七七
才)

@ 

下畑
与吉(明治四五
年座入 、
七四才〉

@ 

市村
俊次(大正四年座入 、
七二
才〉

③ 

下畑藤之助(大正五
年座入 、
七一
才)

①座長の
高田良太郎と①脇長老の
川合彦太郎との
年令の
ひ
ら
き
が
大
きい

が 、
この
間に
左座へ
の
座入がなかっ
たのではなく 、
この
間に
底入した
もの
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は
すでに
死亡しているか
らである。
現存者でこの
間の
年令の
ものは七名お

るが 、
い
ずれも右長座の
ものである。
こ
れは始に
述べ
たよ
うに 、

左の
方が

右よりも所属戸数が少いためにおこる現象で 、
このために
相対的には
左座

の
ものの
方が年令的に
少し
低く年預入(長座入)
できるのが
普通である。

この
結果 、
左が右よりも上座(上格)
であるから、
たとえ年令的に
少し
低

くて
も 、
宮座儀礼において
常に上席を与えらるとい
う待遇をうけるわけで

この
点 、
宮座の双
分組織が
年令階梯の
序列にからんでいるのは
興味深い 。

③奥島平一
から@有田銀三
郎までは同年令で
あるが 、
座入の
年度には三
年

の
ずれがある。
こ
れはそれぞれ如何なる理由によるのか確めてい
ないが 、

数え年十七才座入とい
うこ
とに
なっ
ていても 、
座入の
月日(普通は十一
月

十三日〉
と本人の
生年月日とのかねあいで一 、
二
年の
ずれもおこ
るのであ

ろ
うと思われる。

⑮また下畑藤之助と同時に
座入した
ものは
他に 、
⑪西尾

与八
郎(七一
才〉
と⑫大井源三
郎〈七回才)
の二
名がおり 、
来年に
年預入

するのは七一
才の
西尾氏である。
西尾氏は出生月日が下畑氏よりおそいの

で 、
同年令で
も下位に
位置するので
ある。
七四才の
大井氏は本来 、
右座の

家系の
森川家の三
男に生れ一
日一 、
右に
座入したが 、
後に
左の
大井家に
墾入

したので 、
あらためて
左におくれて
座入している。
⑮下畑氏も同様に
右座

の
家系の
平田家に
生れたが 、
左座の
下畑家の
娘と十一
才で
婚約し 、
その
時

から餐養子として扱われたので 、
十七才で
左に
座入している。
この
両氏の

よ
うな

例は 、
おそらくい
くらもあっ

たこ
とと思われる。
そして 、
長男で
家

督をつ
ぐか、

次三
男で
部落内に
饗養子に
ゆくか正
式に
分家するかしなけれ

ば 、
たとえ座入(若衆入)
したとして
も 、
年預として長座入に至るまで
多

羅尾に正式の
座員として
居住するこ
とは一
般になく 、
まず他出するのが
普
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通だから、
このような場合は自動的に
座順帳(登録簿)
から除籍されたも

同然である。

なお 、
左長座の
現在の
宮守(前述の
如く神主ともよび 、
座順帳など諸帳

簿を管理する帳元で 、
い
わば長座川
年預衆の
世話役)
は⑩下畑氏で
あるが 、

宮守の
決め
方・
任期などには
別に
きまりはなく 、
長座での互選による
(後

述三七
頁を参照) 。
十名の
年預の
うち上

位五
名が座掌(将とも書く)
として

とりわけ高い
位置をもち 、
中でも最長老が座長(または座頭)
で
狭義には

こ
れが座掌とよばれ 、
長座の
最高位を占める代表者であっ
て 、
次年度に
引

退するとい
うこ
とは 、
すでに
触れた 。

ところ
で 、
明治十一二
年正
月の
左長座の
長株家名記録簿と表紙に
書かれた

帳面をみると、
冒頭に

当村長田株家の
儀ハ
古来より産神座配の
長家筋にして
年々
五
穀成就の

ための
祭礼氏子年番に
相営み 、
座配人名簿を以て当番相当て
年久しく

相勤め 、
年頭 、
山ノ
神 、
狩討其他紙の
当 、
成花の
当 、
三
月当 、
九月当

等
を
営み 、

村方取
締来し
候 、

云々
・

と前書きがあっ
て 、
次に
左長田仲間所有地として 、
三
筆 、
計一
反九畝一
四

歩が記
さ
れてい
る

。

別
にこ
の
文
書の
末
尾
には、

左座三
月
当元田
地
とし
て
二

筆 、
五反一
畝七歩の
追記がある。
この
文書には
続いて右長田仲間所有地に

ついても同様に 、一
反六畝一
歩と三
反七畝七
歩(三
月当元田地の
追記分)

が記録され 、
左右合計で一
九筆一
町二
反六畝三
歩としめくくられている。

こ
れは長座の
家々
が座祭り・
当行事をとり行うために 、
年春で
耕作して

い
た
田
地
で
あ
る

。

文
書
に
は
す
ぐ

続
い
て 、

次
の
よ
う
な
家
名
簿
が
左
右
別
々
に
記

さ
れて
い
る

。

四

左座長株家姓名

北崎弥左衛門

松
山
増
平

石
崎
圧
三
郎

古川卯左衛門

竹
中
平
八

片
岡
与
七
郎

西尾庄左衛門

下
畑
藤
五
部

奥
田
惣
右
衛
門

奥

崎

平

兵

衛

右現今勤役

以下現今絶家及一
時休家ノ
分

杉

本

権

六

郎

斎
藤
杢
右
衛
門

吉住右近衛門

藤尾九良兵衛

金谷文左衛門

市

村

与

四

郎

上
田清
左衛
門

若手
l鳩
半
平

大
塚
清
兵
衛

長
尾
壮



右
長
田
株
家
姓
名

平

田

儀
助

山
本
清
助

田
中
伊
左
衛
門

西
田
議
右
衛
門

岩
君え

袖
平

高
崎
重
助

大
原
多
平

宮
田
勘
右
衛
門

北
川
弥
三
兵
衛

大
原
仁
左
衛
門

右
現
今
勤
役

以
下
現
今
休
務

宮
本
平
三
郎

樋
口

助

さ
て 、
こ
の
長
(
田)
株
家
姓
名
は
現
今
勤
役
が
左
右
い
ず
れ
も
十
名
ずつ
で
あっ

て 、お
そ
ら
く

座
頭
か
ら
年
長
順
に
年
預
た
ち
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

左
座
に

お
い
て
は
現
今
絶
家
及一
時
休
家
ノ
分
が
十
名
あ
る
が 、
こ
の
う
ち
は
じ
め
の
四
名
と

最
後
の一
名
が 、
こ
の
地
で
御
家
中
と
よ
ば
れ
て
い
た
多
羅
尾
代
官
の
禄
を
は
ん
で
い

た
士
分
で
あ
る 。

そ
し
て
先
述
し
た
よ
う
に 、

明
治
初
年
に
帰
農
し
左
に
座
入
し
た
も

の
の
次
の
世
代
と
み
ら
れ
る
の
は 、
こ
の
う
ち
斎
藤
杢
右
衛
門
と
長
尾
壮一
で 、
他
の

杉
本
・

吉住
・

藤
尾
三
氏
は
帰
農
に
よ
る
座
入
者
と
関
係
が
あ
る
の
か
否
か
不
明
で
あ

る 。
こ
れ
ら
は
明
治
以
前
か
ら 、

士
分
の
ま
ま
座
株
を
も
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
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し 、
あ
る
い
は
帰
農
に
よ
る一
代
限
り
の
別
格
入
座
者
と
の
何
ら
か
の
縁
故
で 、
そ
の

座
株
を
ひ
き
つ
い
だ
の
か
も
し
れ
ぬ 。
い
ず
れ
に
し
て
も 、
杉
本・
斎
藤
両
氏
は
明
治

期
に 、
吉
住
民
は
大
正
期
に 、
藤
尾
氏
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て 、
そ
れ
ぞ
れ
他
出

し
て
し
ま
い
現
在 、
子
孫
は
当
地
に
な
い 。
そ
こ
で
当
時
(
明
治
十
三
年)
す
で
に
他

出
絶
家
し
た
か 、
そ
れ
に
近
い 、
も
し
く
は
や
が
て
そ
う
な
る
方
向
に
あっ
た
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う 。

長
尾
壮一
氏
の
と
こ
ろ
に
は 、
後
の
記
入
と
み
ら
れ
る 、
明
治
二一
年ヨ
リ

勤
務
ス 、

と
い
う

文
字
が
み
ら
れ
る
か
ら 、
当
時
は一
時
休
の
状
態
で
あっ
た
の
で
あ
ろ
う 。
な

お
現
人々
勤
役
の
十
名
の
う
ち 、
松
山
増
平
氏
と
古
川
卯
左
衛
門
氏
に
は
そ
れ
ぞ
れ
明
治

十
六
年
休
勤
役 、
明
治
十
七
年
休
勤
役
と
い
う

後
の
記
入
が
あ
り 、
ま
た一
時
休
家
の

大
塚
清
兵
衛
氏
に
も
明
治
二
十
年
勤
務
ス 、
と
の
後
の
記
入
が
あ
る 。
松
山・
古
川
両

氏
は
そ
の
後
に
他
出
絶
家
し
て
お
る
し 、
長
尾
氏
も
ずっ
と
後
だ
が
北
海
道へ
他
出
し

て
い
る 。
そ
の
他
の
諸
株
家
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
討
し
て
み
る
と、
北
崎
家
は
苗
字

帯
刀
を
許
さ
れ
永
ら
く

圧
屋川
村
長
も
勤
め
た
家
柄
だ
が 、
い
ま
は
絶
家 。
石
崎
家
は

家
系
は
健
在
だ
が 、
い
ま
は
男
子
が
な
い 。
竹
中
家
は
い
ま
も
健
在
で 、
当
主
は
前
の

左
座
宮
守
を
つ
と
め
た 。
片
岡
家
も
健
在 、
た
だ
し
男
子
は
ま
だ
年
少 。
西
尾
家
も
健

dpド』Avn-守、.、

15f刀
い
ま
は
男
子
な
し 。
下
畑
家
は
健
在
で
当
主
は
現
在
の
宮
守 。
奥
田
家
は
他

出
し
て
な
し 。
奥
島
家
は
健
在
で
現
当
主
は
年
預 。
金
谷
家
も
健
在
だ
が 、
現
当
主
は

ま
だ
若
い 。
市
村
家
は
健
在
で
現
当
主
は
年
預 。
上
田
家
は
明
治
末
に
他
出
し
絶
家 。

奈
嶋
家
も
早
く
に
他
出
し
て
な
し 。
大
塚
家
は
健
在
だ
が 、
現
当
主
は
ま
だ
若
い 。

か
く
て
明
治
十
三
年
当
時
の
左
長
株
二
十家
の
う
ち
で 、
現
在
(
昭
和
四
五
年)
も

家
系
が
続
い
て
い
る
の
は 、
石
崎・
竹
中・
片
岡・
西
尾・
下
畑・
奥
嶋・
金
谷・
市

村
・

大
塚
の
九
家
で
あ
り 、

こ
れ
を
当
時
の
書
き
方
に
な
ら
っ
て
み
る
と 、

現
今
勤
役

五
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が
竹
中
(
与一
郎〉・
下
畑
(
藤
之
助)・
奥
嶋
(
平
次)・
市
村
(
俊
次)
の
四
家
で 、

一
時
休
が
石
崎・
片岡・
西
尾・
金
谷・
大
塚
の
五
家
で
あ
る 。
そ
し
て
当
時
は
勤
役

及
び一
時
休
で
あっ
た
北
崎・
松
山・
古
川・
奥
田・
(
杉
本・
斎
藤
は
当
時
す
で
に

絶
家
と
見
倣
し)
吉
住・
藤
尾・
上
回・
奈
嶋・
長
尾
の
九
家
は
そ
の
後
に
絶
家
し
て

い
る 、
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
(
な
お、
以
上
の
諸
株
家
の
地
区
的
な
偏
り
は
み
ら
れ
な

い)
変
動
の
は
げ
し
い一
世
紀
近
い
年
月
を
経
て
い
る
の
だ
か
ら 、
約
半
数
の
株
家
系

が
絶
え
て
い
る
の
も
当
然
と
云
え
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い 。
こ
の
廃
絶
分
の
う
ち 、
士

分
か
ら
帰
農
し
た
も
の
や
そ
れ
に
類
似
の
も
の
が
い
ち
早
く

絶
家
し
た
の
も一
応 、
う

な
づ
け
よ
う 。
こ
れ
ら
を
除
く
と、
左
の
長
座
は
少
く
と
も
江
戸
後
期
か
ら
(
現
存
の

文
書
で
は
寛
延
元
年
|一

七
四
八
|

の
座
配
覚
帳
が
最
も
古
く 、
帳
箱
の
裏
書
は
天
明

元
年
|一

七
八一
ーー

の
再
調
製 、
写
真
A
⑦
参
照)
明
治
中
期
ま
で
は 、
大
体 、
十
数

家
の
株
仲
間
で
営
ま
れ
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う 。
こ
の
点
は 、
お
そ

ら
く

右
長
座
で
も
同
様
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る
(
前
記
の
よ
う

に 、
明
治
十
三
年
当
時

で
は
十
二
家) 。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

P
株
座 、
で
あっ
て 、
村
中
の
氏
子一
般
か
ら
な

る
グ

村
座グ
方
式
の
宮
座
で
は
な
い 。
種々
の
事
情
に
よっ
て
明
治
中・
後
期
か
ら
漸

次 、
村
座
に
移
行
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が 、
そ
の
過
程
に
お
け
る
座
入
で 、
格
式
の

高
い
左
が
自
他
と
も
に
抵
抗
が
多
かっ
た
の
で 、
自
然 、
右
が
相
対
的
に
戸
数
が
多
く

なっ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
う 。
と
こ
ろ
で
株
座
の
形
態
が
全
く

消
滅
し
た
の
か

と
云
う
と、
そ
う
と
も
云
い
切
れ
な
い 。
そ
れ
は 、
左
鹿
で
は
座
長
講
(
ザ
オ
ト

ナ
コ

ウ)
と
称
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で 、
こ
れ
は
長
座
が
廃
れ
か
け
た
第
二
次
大

戦
中
に
で
き
た
よ
う

だ
が 、
上
述
の
長
株
家
系
の
う
ち
で
は
現
在 、
竹
中・
下
畑・
奥

嶋・
市
村
の
四
家
の
当
主
が
入っ
て
お
り 、
そ
れ
以
外
で
は
終
戦
前
の
加
入
が
高
田

(一
良)・
井
島
(
清一
〉・
機
(
七
男)
の
三
家
(
カ
ッ

コ
内
は
現
当
主
名〉 、
戦
後
の

ム
ノ \

加
入
が
幸
田
(
春
吉)・
野
中
(
金
之
助)・
中
森
(
藤
助)
のコ一
家
で 、
計
十
家
で
組

織
さ
れ
て
い
る 。
戦
前
及
び
戦
後
の
加
入
家
は 、
そ
の
時々
の
欠
員
を
補
う

た
め
に 、

長
座
衆
が
家
柄・
財
産・
当
主
の
人
柄
な
ど
を
合
議
し
て
加
入
を
認
め
た
も
の
で 、

応 、
十
家
十
名
で
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
て
い
る 。
こ
れ
は
現
在
の
開
放
さ
れ
た
村

座
形
態
の
長
座
と
矛
盾
す
る
よ
う

だ
が 、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
か
た
ち
で 、
元
の
長

(
座〉
株
が
変
容
し
て
存
続
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。

か
く
て
問
題
を
少
し
整
理
し
て
み
る
と、
長
座
が
十
数
家
の
株
仲
間
に
よ
っ

て
営
ま

れ
て
い
た
株
座
形
態
の
当
時
に
お
い
て
は 、
座
入
登
録
は
祭
礼
部
(
若
衆
組)

衆
入
と
し
て
現
実
的
な
意
味
を
も
ち 、
そ
の
後
は
諸
種
の
当
(
当
人
l

山
の
神
当
以
外

へ
の
学担

の
七
当)
や
狩
頭
を
年
令
階
梯
的
に
経
過
す
る
が 、
年
預
と
し
て
長
座
入
で
き
る
の
は 、

長
座
株
を
有
す
る
特
定
の
十
数
家
の
老
当
主
だ
け
で
あっ
た 、
と
考
え
ら
れ
る 。
村
座

形
態
に
移
行
し
て
か
ら
は 、
原
則
と
し
て
誰
で
も一
家
の
当
主
で
あ
れ
ば 、
年
長
者
と

し
て
概
ね一
定
の
老
令
に
達
す
れ
ば
順
次 、
年
預u
長
座
入
で
き
る
よ
う

に
なっ
た 。

た
だ
こ
の
場
合
で
も 、
む
か
し
の
長
座
株
仲
間
に
似
た
形
態
の
十
家
か
ら
な
る
座
長
講

が
本
来
の
長
座
と
結
び
つ
い
て
お
り 、

往々
に
し
て
こ
の
方
が
日
常
は
有
意
味
な
活
動

を
営
む
こ
と
が
あ
る 。
も
と
よ
り

今
日
で
は 、
後
者
は
多
分
に
リ
ク
レ
1

シ
ョ

ン
的
な

意
味
が
つ
よ
い
よ
う
で
あ
る
が 、

(
当
番)
の
割
り
ふ
り
な
ど
は 、
h 」

七
当
の
当
家

の
座
長
講
の
席
で
行
わ
れ
る 。
結
局 、
社
会
変
化
に
対
応
し
て
長
庖
を
実
質
的
に
維
持

し
て
ゆ
く
た
め
の
方
式
な
い
し
は
変
容
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う 。

(
写
真
A
⑩
t

⑫
参

照)
現
在 、
長
座
の
座
頭
(
最
長
老)
が
毎
年
山
の
神
当
を
終
え
て
引
退
す
る
と
い
う

の
も 、
あ
る
い
は
株
座
の
当
時
は
毎
年
で
な
く 、
し
か
る
べ
き
適
当
な
期
間
は
座
頭
の

地
位
を
続
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
推
察
さ
れ
る
111

こ
の
点
に
つ
い
て
は 、
十
分



に
確
か
め
得
な
かっ
た 。
そ
う
で
な
い
と、
長
座
(
長
老
衆)
と
し
て
の
実
際
的
な
権

限
が
よ
り

年
少
の
世
代
に
下
降
し
す
ぎ
て
具
合
が
悪
く
な
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る 。
な
お 、
長
座
の
帳一見
守口
守口
神
主〉
が
左
右
と
も
代々

、
も
と
の
株

家
筋
の
も
の
に
よっ
て
う
け
継
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も 、
村
康
化
し
た
長
座
の

中
に
株
座
的
意
識
が
の
こ
っ

て
い
る一
つ
の
事
実
と
し
て
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

さ
て 、
さ
き
に
明
治
十
三
年
の
左
長
座
の
長
株
家
名
記
録
簿
の
中
に 、
長
田
(
座〉

仲
間
所
有
地
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
述べ
た
が 、
こ
の
い
わ
ば
宮
座
の
財
産
(
座
田)

は
そ
の
後
ど
う
なっ
た
の
で
あ
ろ
う

か 。
こ
の
記
録
簿
に
は 、
先
に
触
れ
た
長
株
家
姓

名
の
列
記
に
ひ
き
続
い
て 、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る 。

右
団
地
ヲ
以
其
年
当
番
ノ
者
自
作
シ
以
テ
祭
礼
之
営
来
の
処
去
ル
明
治
八
年
再々

地
券
御
改
正
御
発
行ユ
付
村
方々
法
ヲ
立
本
燦
長
田
除
ノ
外
都
テ
公
有
田
畑
悉
皆
公

ノ
投
票
ヲ
以
売
却
シ
後
向
三
月
九
月
祭
式
当
番
ノ
者々
米
四
斗
宛
払
渡
毎
歳
五
穀
成

就
ノ
為
祈
願
の
事
(
下
略〉

こ
れ
か
ら
察
す
る
に 、
こ
れ
以
前
に
は
もっ
と
多
く
の
座
田
が
あっ
た
よ
う
で
あ
る

が 、
と
に
か
く
明
治
十
三
年
に
は
地
租
改
正
の
影
響
で
か
な
り
を
落
札
売
却
し 、
そ
の

後
は
宮
座
経
営
上 、
そ
の
収
入
不
足
分
は
毎
年
の
諸
当
家
が
自
ら
の
負
担
拠
出
(
当
米

四
斗
宛)
で
補
う
よ
う

に
切
換
え
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
こ
の
時
に
の
こ
さ
れ
た
座

田
も
そ
の
後 、
明
治
中・
後
期
に
ほ
と
ん
ど
が
次
第
に
売
却
換
金
さ
れ
た
よ
う

だ 。
明

治
三
十
六
年
に
は 、
そ
れ
ら
に
よ
る
元
金
(
基
本
財
産)
が
合
計
二
百
五
十
六
円
五
十

五
銭
と
記
さ
れ 、
こ
れ
に
よ
る
利
息
収
入
を
もっ
て
宮
座
経
営
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る 。

な
お 、
こ
れ
ら
座
田
の
売
却
が
大
半
は
長
株
仲
間
に
よっ
て
落
札
さ
れ
て
い
る
の
も

当
然
と
云
え
ば
当
然
だ
ろ
う 。

(
写
真
A
⑮
参
照〉
こ
の
よ
う
な
宮
座
経
営日
財
産
運

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

I

営
方
式
は 、
明
治
中・
後
期
か
ら
の
換
金
後
の
金
利
に
よっ
て
お
こ
っ

た
も
の
で
は
な

く 、
す
で
に
徳
川
期
t

明
治
初
期
ま
で
も 、
座
田
か
ら
あ
が
る
米
の
貸
附
に
よ
る
利
米

に
よっ
て
経
営
が
賄
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る 。
今
日
の
こ
さ
れ
て
い
る
徳
川
期
の
古

記
録
や
覚
え 、
明
治
初・
前
期
の
記
帳
に
こ
の
こ
と
は
十
分
窺
わ
れ
る 。
い
ま
そ
れ
ら

を
細
か
く

分
析
す
る
手
段
な
も
た
な
い
が 、
先
述
の
当
家
に
よ
る
当
米
の
負
担
拠
出
も

結
局
は
そ
れ
が
積
立
米
と
し
て
基
本
財
産
の
中
に
く
み
入
れ
ら
れ 、
必
要
と
す
る
も
の

に
貸
附
け
ら
れ
て
利
米
収
入
を
は
か
る
手
段
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
かっ
た 、
と
推

察
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る 。
い
ま
も
帳
箱
の
中
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
前
記
の
徳
川
期
の
古

記
録
と
か 、
長
積
立
米
貸
附
名
前
帳
(
明
治
十
七
年)
や
玄
米
借
用
証
書
(
明
治
四
十

年〉
な
ど
の
文
書
は
そ
う
し
た
証
拠
で
あ
る
が
(
写
真
A
⑭
t

@
参
照) 、
同
じ
帳
箱

に
は
大
正
年
聞
に
京
都へ
他
出
し
た
人
に
よ
る
長
座へ
の
借
金
返
済
期
限
の
引
延
ば
し

を
も
と
め
る
手
紙
の
断
片
も
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
た
り
し
て 、
少
く
と
も
明
治
末
、f

大
正

初
期
ま
で
は 、
長
座
の
株
座
的
な
権
限
が
単
に
宮
座
の
祭
儀
に
と
ど
ま
ら
ず 、
経
済
的

な
実
権
を
も
含
む
も
の
で
あっ
た
こ
と
が
察
ぜ
ら
れ
る 。
お
そ
ら
く 、

徳
川
期
以
来
の

本
百
姓
層
の
高
い
社
会
経
済
的
地
位
を
長
座
株
仲
間
と
し
て 、
い
わ
ゆ
る
株
座
に
階
層

的
に
位
置づ
け
た
社
会
構
造
が 、
弛
ん
で
き
た
と
は
云
え
本
質
的
に
は
こ
の
頃
ま
で
さ

ほ
ど
崩
れ
て
い
な
かっ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。
か
つ
て
の
左
の
長
座
株
家
の一
つ
で

あ
る
下
畑
藤
之
助
氏
の
家
は 、
藤
之
助
氏
が
若
かっ
た
大
正
十
年
頃に
下
男
下
女
が
十

五
人
い
た
と
云
い 、
ま
た
終
戦
前
で
も
小
作
米
が
二
O
O
俵
は
下
ら
な
かっ
た
と
云
う

か
ら 、
座
株
を
も
て
る
の
は 、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
社
会
経
済
的
な
特
定
上
層
に
限
ら

〔6)

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る 。

i主
ハ
1

)

三
月
当
の
儀
礼
行
事
の
概
略
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず 、

左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
長
座
(
年

七



宮座の
社
会人
類
学
的
調
査
I

預)
が
三
月二
日
(い
ま
は
四
月二日)
の
夜 、
宮
司
職北
川
弥
左
衛
門
氏
宅
(
明
治
末

まで
は
里
宮に
あっ
た
座
小
屋)
に 、
前年の
三
月
当で
当
渡し
を
受
けた
当人
左右
二

名
ずつ
を
招
く 。
当
人
は
そ
れ
ぞ
れの
長座へ
の
御
神
酒
料を
納め
て 、
当
受
けの
儀
式

を
行う 。
御
神
酒
をカ
ワ
ラ
ケ(
土
製の
盃)
に
注い
で
宮司
か
ら
お
紋い
をvつ
けた
後 、

当
人
はそ
れ
ぞ
れ
自
家に
も
どっ
て
清
水を
汲み 、
か
ま
ど
を
清め
る 。
そ
れか
ら
餅ニ

升
二臼
をつ
い
て 、
ζ
れで
踏
形
(
丸形)
の
餅九
十
枚をつ
くる 。
乙
れに
千
草の
輪

九
O
個 、
一
寸
位の
柳
三
O
本 、
同じ
く
桃一ニ
O
本 、
握
飯三
O
個 、
皮
付
箸 、
栗
な
ど

で
三
O
謄
分を
取
揃え
る 。
三
月三日
(い
ま
は
四
月三
日)
は
午
後一
時に
皇
宮へ
左

右の
長座と
当人(
当
家)
が
集
り 、
当人は
先に
取
揃
えた
謄を
本
社
前に二
十二
膳 、

の
乙
りを
末
社に
供
え 、
御
幣で
お
放を
し
御
神
酒を
左の
座
掌か
ら
右の
座
掌へ 、
以

下
左右
交
互に
座
順
(
年
長
唄)
にい
た
だ
く 。
次い
で
御
供え
し
た
膳を
同
様に
左
右

交互に
座
順に
下
げ
渡し
て
饗
宴と
な
る 。
な
お
当人
は
餅一
枚
ずっ 、
来
年の
当人と

長
座
(年
預)
は
切
餅
二
切
ずつ
を
下
げvつ
けて
持
帰る 。
九
日
当や
祭
当
も 、
供
物や

謄の
内
容に
多
少の
違い
は
ある
が 、
概ね
三
月
当と
同
様で
ある 。

(2)
そ
れぞ
れの
当の
指し
方(
当
番の
決め
方)
は 、
昭
和
三
十
二年に
左
長
座
宮
守の
竹

中
与
市
郎氏に
よっ
て
記
さ
れた
もの
に
よ
る
と
次の
如
くで
ある
が 、
こ
れは
近
年
多

少の
修正
を
余
儀な
く
さ
れた
若干の
点
を
除
け
ば
大
体 、
従
来の
伝
統
的
方
式にのっ

とっ
た
もの
と
み
て
よい 。
文
中 、
「通
り」
と
は
正 、「しで」
と
は
副の
こ
と
で
ある 。

三
月
当、
九
月
当、
祭
り
当々
番の
指し
方

一、
三
月
当と
祭
り
当は一
年に
座の
順番に
よ
り 、
一一
名
宛
指し
て
勤め
さ
す
事 、
但

し
皇
官の
行
事 。

一、
九
日
当は
通
り一
名
は
座の
順
番に
よ
り
指し 、
しで

二名は
父
親の
な
き
者を
選

ん
で
指し
勤め
さ
す
事 、
高
官
行
事 。

一、
月
行司
は
座の
順に
てこ
名
宛指し
て
勤め
る
事 。

一、
成
り
花は
去
年
紙の
当を
勤め
し
次の
人よ
り
二
名を
し
て
勤め
し
め 、
紙の
当
は

その
年の
成
り
花をつ
と
め
る
人の
次よ
り
順に
八
名を
書き
出し
て
月
行司に
指
さ

し
め 、
集
会その
他を
勤め
さ
す
事
(
十日
行〉 。

一、
山の
神は
二
月五
日 、
祭
事に
参
加
する
人
十
名の
うち
座
頭よ
り五
名 、
次に
山の

神
(
昔前)
五
名
を
参
加さ
す
様に
心
掛
け 、
年々
欠
けた
人の
代
り
を
指し
て
ゆ
く

事 。

一、
その
他 、
十
月
二日
の
例
祭 、
四
A二
四日の
春
祭に
宵
宮よ
り 、
祇
園二
固と
宮

簿
りに
は
午
後参
列
する
事 。

八

こ
の
よ
う
な
当
番の
指
し
方に
よ
る
と、
若
干の
当で
は 、
同じ
当を
同一
人が
生
涯に

二
度
以
上
う
けるζ
と
が
偶々
お乙
る 。
乙
れ
は
グ

当が
え
りp
と
云っ
て 、
日
出た
い
乙

と
と
さ
れ
てい
る 。

(3)
現
在は
祭
礼
部は
事
実
上 、
ほ
と
ん
ど
組織
的な
活
動が
な
く 、
鹿
入
登
録は
中
学
新

卒
者で
多羅
尾に
在
村
する
もの
に
対し
て
行っ
てい
る 。

(4)
長
座の
株
座か
ら
村
座へ
の
移
行は
実
際に
は
どの
よ
うに
行わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か 。
古
老の
記
憶で
は 、
明
治
末か
ら
大正
初
期
頃まで
は 、
座
無し
米と
称し
て
秋
米

六
升を
長
座へ
納
入し
て
座
入させ
た
と
云う 。
座
無し
米のこ
と
は
古
くほ
寛政
十二

年ハ一
八
O一)
の
長
控
名
寄
覚
帳に
も
散
見さ
れる
が 、(
写
真A
③
⑨
参
照)
乙
れ
が

明
治u
大正
期の
もの
と
全
く
同じ
意
味を
もつ
もの
で
あっ
た
か
ど
うか
は
判
らな
い 。

(5〉
前
注の
寛政
期の
名
寄
覚
帳に
は 、
長
座
所
有の
田
畑
は五
十
三
筆年
貢一
石七
斗
七

升と
窺え
る 。

(6〉
長
座
株
家
名の
間に
同
姓が一
つ
も
み
ら
れぬ
こ
と
は 、
多
羅
尾に
姓
氏の
数が
極め

て
多いこ
と
と
も
関
係が
あ
ろ
うが 、
一
つ
に
は
座
株
を
もつ
よ
う
な
上
層
家
系の
聞に 、

系
詩
的な
い
し
同
族
的なつ
な
が
りが
欠
け
てい
るこ
と
と
も
関
連が
あ
ろ
う 。
な
お一

般に
本
分
家
関
係は
浅く
分
家の
数
もご
く

少い 。
株
家
聞の
通
婚
関
係
はよ
く
調
べ
て

い
ない
が 、
多かっ
た
よ
うで
あ
る 。

二 、
湖

東

1 .  

蒲
生
郡
蒲
生
町
鋳
物
師

蒲
生
町
静
物
師(
イ
モ
ジ)
は
も
と
朝
日
野
村
鋳
物
師
で
あ
る
が 、
日
野
町
石
原(
旧

北
比
都
佐
村)
に
南
接
す
る一
五
O戸
ほ
ど
の
部
落
で
あ
る 。
県
道
近
江
八
幡
日
野
線

が
部
落
の
真
中
を
南
北
に
縦
断
し
て
い
て 、
部
落
の
は
づ
れ
東
側
を
近
江
鉄
道
が
こ
れ

に
平
行
し 、
西
は
づ
れ
に
は
日
野
川
が
や
は
り

平
行
し
て
い
る 。
こ
の
辺
り
は
県
道
沿

い
に
部
落
が
点
々
と
列っ
て
い
る
わ
け
だ
が 、
鋳
物
師
は
大
体 、
平
均
的
な
規
模
で
(

石
原
は
約一
O
O
戸)
近
江
八
幡
市
よ
り
は
日
野
町
市
街
部
に
ずっ
と
近
い 。
近
江
鉄

道
は
南
の
水
口
町
と
北
の
八
日
市
市
を
つ
な
ぎ 、
鋳
物
師
の
最
寄
駅
朝
日
野
は
そ
の
ほ



ぼ
真中にあたる 。
パ
スは
近江八
幡・
八日
市・
水口い
ずれに
も通じている。

地形的には
近江盆地の
やや東のはづ
れに当るが 、
一
見して
甚だ
素朴での
ど

かな農村で
都市化の
影響はさほど感ぜられない 。
ここの旧村社竹田神社は

祭神を天
津彦根命・
石凝姥命・
天目一
箇命・
大己責命・
大屋彦命とし、
現

在 、
鋳物師と石原を氏子としてい
るが 、
かつ
てはその
他にも岡本・
麻生・

大塚ハ以上旧朝日野村)・
小谷(旧北比都佐村〉
などを含む麻生七郷とよば

れる 、
い
ずれも今の
県道沿いの
諸部落を包含した地域の
郷氏神(産土神)

だっ
たと云う 。
従っ
て
宮座の
組織も全体としてはかなり大規模で
複雑で
あ

っ
たらしい 。
その
詳細は
不明だが 、
祭儀での
役割に
応じて
例えば 、
だんじ

り(鋳物師の
うちの
内座と称する特定の
家筋の
諸家が
受持つ
||内座のこ

とは
後述)・
獅子(鋳物師の
うちの

新村座とよばれるものの
分担)・
宝枝職

(石原座が
受持つ〉・
神輿(大村座が受持つ
li大村座については不明〉

な

どと云うように 、
地域的に
何らかの
分担が
決っ
ていたようだ 。
記憶の
確か

な八
十t九十才の
古老たちに
も 、
そうした古い
形態がほとんど伝わっ
てお

らず 、
差当っ
てこ
れを物語る古文書・
記録もないのでその
詳細な復元はむ

づ
かしいが 、
い
ずれにしろ、
鋳物師と石原から宮座が構成されるとい
う現

在の
形態が 、やはり本来の
ものであると云えよう 。
このことは、
竹田神社境

内の正面社殿を背にして
左側に
社務所の
棟つづ
きが鋳物師の 、
右側の
棟が

石原の 、
それぞれ nしゅ
うしべ

や'
と称する
左右の
座小屋になっ
てい
るこ

とに
も窺える。
ハ写真B
①t@参照)
鋳物師と石原では、
当然ながら鋳物

師の
方が
格が
高い 。
このこ
とは
竹田
神社がい
わゆる，い
もじp
〈鋳物師)
の

神として
崇敬されているこ
ととも関連していよ
う 。

但し、
神社の
発祥・
建

立にまつ
わる歴史的な由緒を正
確に
記した
文書記録はとりたてて
ないよ
う

宮
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だし、
口
碑伝承も甚だ不確である 。
古老が
伝えるところでは 、
この
地の
増

倉金右衛門家の
先祖(現当主の
秀吉氏はその
直系とい
う〉

が 、
宮中に
燈龍

や釣鐘を上納した
折 、
燈寵の
火の
ともりが
良く 、
その
功を賞せられたので

以後 、
地名を麻生から鋳物師を名のるようになっ
たのだと云う 。
その
時代

がいつ
頃のこ
とかは
伝えてい
ないし 、
また鋳物をしたとい
うはっ
きりした

痕跡や証拠もないので誠に
漢とした
伝承に
すぎないが 、
鋳物師なる地名か

ら何やらそのよ
うな伝承に

多少の
真実味も感ぜられなくはない 。
ーーなお

中世には、
八日市近辺は鋳物の
産地として知られていたようだ 。
(「地方史

研究必携」・
岩波全書 、
二
三
頁〉 。

さて 、
宮座へ
は満十五才になっ
た男子が簡単な宮入りの
式を行っ
て
入座

する 。
以後 、
結婚するまでが
若衆である。
むかしでも二五
t三十才で

妻帯

するのが
普通だっ
たので 、
この
間がい
わば若者組H
青年階梯である。
この

うちで二五才位の
もの一
人が惣代として互選される他は 、
別に
細かな年令

序列区分や地位役割の
確たるものはない 。
ただし、
一
才でも年長の
ものに

対する日
常の
服従の
規律は
厳しかっ
たとい
う 。

結婚すれば自動的に
若衆を

脱けるが 、
それ以後四十九才までが中老とよばれた
中壮年階梯である。
こ

れに
も細かな年令序列区分や地位役割の
規定はない 。
さらに 、
五
十五九才

までが老人(オトナ 、
大人とも書く)
で 、
い
わば長老階梯である。ムハ十才

で
還暦になるとオトナから引退し、
以後はとくに
呼ぶ
名称も階梯もない 。

オトナにはもちろ
ん
年長順の
序列があるが 、
前述の
多羅尾とか他の
多くの

宮座におけるような、明確
で
厳しい
序列区分を示す地位の
表章(名称〉
は

別にないよ
うである 。
オトナ衆は
例えば四
月十五日の
祭礼では、
御輿渡り

のお供を全員で
行うなど主要祭事の
主体となっ
て
行動するが 、
概してオト

九
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ナ入りして聞もない五十二 、
三
才の
者が
総見(ソ1ケン)
として
全体をと

りしきるこ
とが多かっ
たと云う 。
従っ
て
鋳物師の
場合は 、
長老階梯と云っ

ても 、
中老階梯との
関連がつ
よい
とも考えられ 、
文字どうりの
長老による

祭事権能の
掌握とは云いに
くい

点がある。
宮座一
般で六十才で引退とい
う

のはかなりみられるのだが 、
少し早いよ
うに
も思われる。
ずっ
と昔からそ

うだつ
たのか 、
あるい
は明治初期にでもそのように
変っ
たのか 、
多少 、
疑

聞であるが 、
少くとも現在の八、
九十才の
古老の
話では 、
昔から還暦でオ

トナを上っ
たのだと云う 。

宮座の
祭事としては前記の四月十五日の
竹田神社の
大祭(十四日の
宵宮

と十六日の
直会・
湯神楽を含む〉の
他 、
年末と六
月の
大誠 、
九月一
日の八朔 、

正
月の
年頭行事などが主なもので 、
こ
れらで
は上述の

，しゅ
うしベ

や'で

厳粛な儀礼とそれに
続く盛大な饗宴が
行われ 、
オトナ
衆が
その
主
体で
あ

る。
ここではオトナの
座がもたれ 、
「しゅ
うし」
と称する儀礼行事・
会食が

なされるわけだが 、
その
準備と賄いはオトナの
聞で
年長順の
当家方式(当

番)
で行われた 。
第二
次大戦前までは 、
米で約十俵の
収入を得る宮田(ミ

ヤ
デγ〉
があっ
たので(戦後の
農地解放で
失っ
た) 、
主にこ
れで
財政的には

宮座経営がなされたが 、
い
まは
部落費から多くの
補助をうけており 、
また

「しゅ
うし」
の
規模もずっ
と縮少している。
むかしはオトナの
座による「し

ゅ
うし」

は月待日待など年聞を通して 、
毎月一 、
二
度は必ずあっ
て盛んだ

っ
たようだ 。

ところ
で 、
竹田神社の
宮座行事 、
すなわちオトナの座における
「しゅ
う

し」
では 、
内座(ナイザ)
とよばれる特定の
家筋の
十数家で組織される座

の
ものだけが正座に坐り 、
一
段と格式が高い 。
それは現在は十四戸だが 、

四
0 

地区的に
鋳物師のほぼ
中心部の
区画(クルワ
と呼ぶ〉
を占めてい
る。
鋳物

師は全体で十九組のクルワに
分れ 、
内座は
その
第九組である。
組H
グルワ

は
戦時中の
隣組ではなく 、
むかしからある地区単位であるが 、
内座の
他に

は個々
の
組に
固有の
名称はない
||徳川期の五

人組制度のときは全体で三

十組であっ
たとい
うが 、
当時でも内座はまとまっ
た一
組だっ
たとい
う 。

な

ぉ 、
現在で
もこの
組は 、
各組が組会合を
聞いて日常の
諸事を協議し 、
さら

に
各組の
代表(組長〉
が
寄合っ
て
鋳物師部落会を構成する、
とい
う自治的

な行政上の
下部機構を営むかたちをとっ
てい
る。
だから組長は各組で互
選

され 、
部落会長(鋳物師区長)
は
部落会で
選挙されるわけである。
い
ずれ

にして
も 、
内座がこのような地域組織における一
単位としての
組日
グルワ

の一
つ
として 、
むかしからまとまっ
て地域的に
部落の
中
心
部
を
占め
て
お

り 、
それが宮座(しゅ
うしを行うオトナの

座)
の
中でも特に
高い
地位に
あ

るとい
うことは注目すべ
きことである。
このことは以下に
述べ
るように 、

宮座の一
般的諸行事(しゅ
うし)

がかなり廃れてしまっ
た現
在でも 、
内座

にだけ特有の
儀礼行事がのとされている
事実と考え合せると意味するとこ

ろが大きいよ
うに

思う 。

鋳物師には
竹田神社の
他に 、
二の
宮及び田村神社とい
う二つの

小社があ

る。
二の
宮は
竹田神社を大宮とか本社とか呼ぶのに
対する名称で 、
後者が

部落から少し離れた近江鉄道線路脇の
深い
森の
中に 、
広い
境内と立派な社

殿・
座小屋(しゅ
うしベ

や〉
をもっ
てい
るのに
対し 、
前者は
県道沿いの
狭

い
境内の
小ぢんまりした粗末な杜に
すぎない 。ハ写莫B④参照〉
四
月十五日

の
竹田神社の
大祭では
大宮から神輿がこの
宮までお渡りになり 、
社前の
大

きな石台の
上に
鎮座する。
なおこの
場合 、
神輿をかつ
ぐのは鋳物師の
もの



だけだとい
うから、

先述の
大村座とい
うの
も 、
鋳物師の
若衆の
座のこ
とで

はなかっ
たろうか 。
い
ずれにしろこの
宮は 、
一
種の
御旅所ないし別宮で
あ

る 。
そして
鋳物師の
人々
は 、
このこの
宮を鋳物師の
氏神としてい
る 。
竹田

神社が鋳物師と石原を氏子としており 、
且 、
鋳物師の
方が格が高いこ
とか

ら 、
このこの
官の
存在は十分に
うなづ

けるこ
とである 。
もう一
つの
田村神

社は
部落の
集落から少し離れた田地の
中の
森の
小社で 、
こ
れも境内は
狭く

社屋もご
く小さいが 、

森厳な趣がある。
(写真B
@@参照〉
こ
れは内座の

家々
の
先祖の
守神とされ 、
神明講と
称する内座だけの
当家制で
祭儀が営ま

れている 。
年聞を通して
毎月一 、
二
度 、
社に
献灯して
講が催されるが
(献

灯は
若者の
勤め) 、
宿をする当家(当番〉
は正
副二
名の
組合せで 、
正
月に

その
年度分の
順番がクジで
決められる 。
ここでは
別に
年令序列や年長順の

厳しい
規律はみられない 。(写真B
⑦t@参照〉 。
この田村神社の

南、
田地

をはさんで広畑とよばれる内座の
家々
だけの
畑地がある。
こ
れは十数戸分

に
区画がで
きており 、
それぞれに
柿の
木などが
植えられていて 、
い
わば家

畑ない
し屋敷畑といっ
た外見を呈してい
る 。
元はここに
内座の
家々
の
屋敷

があっ
たの
だ 、
とも云われているが 、
もしか
すると、
あるい
はここが
ずっ

と昔のタタラ(鋳物場〉
の
跡なのかも知れない 。(写真B
⑫参照)
い
ずれに

しろ 、
田村神社や広畑は、
鋳物師における内座の
特殊な位置づ
けを実質的

に
裏付けるものとして重
要である 。
竹田神社の
祭礼は、
先の四
月十五 、
六

日の
春の
大祭と同様に 、
九月一
日に
秋祭(八
朔祭〉
があっ
て 、
この
ときは

神輿渡御はないが 、
神前相撲がある。
そしてこの
相撲をとるのは内座の
家

筋の
両親健在の
士
7十五
才位の
男子に
限られてい
勺
さらに
九月十六日

には 、
内座だけの
祭が
別に田村神社で
行われる 。
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この
他に
内座で
現在でも存続されている儀礼としては 、
山の
神祭・
野神祭

の
行事がある。
こ
れは
他の
組〈クルワ〉
ではほとんど廃れてしまっ
てい
る

が 、
県道を境に
東西に
それぞれ一
対の
山の
神と田の
神(野神)
が一
つ
ずつ

あるもので 、
内座のは
東に
属す
勺(写真B
⑬⑭参照)
例の
山の
神が
野に
下

っ
て田の
神になるとい
う農耕儀礼(ここでは八

月ニ六日が野上祭〉
である

が 、
こ
れも内座では毎年正
副二
人の
当家制で
講が
営まれている。
当家の
決

ある 。
め
方はクジで 、
現在 、
内座は十四
家だから七年毎にグジがひかれるわけで

さて 、
現在の
内座十四
家をクルワの
家並順に
南から列記すると次の
如く

である。
① 
大
塚
行
男

② 

増
倉
吉
彦

@ 
中
村
安
男

④ 
若村関之助

@ 

森
田
英
二

@ 
森
田
耕
作

⑦ 
増
倉
節
子

@ 

森
田
新

@ 

森
田
武
平

⑩ 

外
池
定
夫

@ 
宿
谷
忠
正

@ 

鎌
倉
義
次

@ 

増
倉
秀
吉

四
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⑭ 

増
倉
英
二
郎

こ
れ
ら
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
る
と 、
③
は
増
倉
清士口
氏
が
死
亡
し
た
あ

と、
そ
の
孫
(
嫁
に
い
っ

た
娘
の
息
子〉
中
村
安
男
氏
が
屋
敷
を
受つ
い
だ
も
の 。
@

は
@
か
ら
五
年
前
に
分
家
し
た
も
の 。
⑦
は
先
年 、
敏
郎
氏
が
死
亡
し
た
た
め 、
そ
の

未
亡
人 。
①
は
@
@
の
父
方
叔
父
に
当
り 、

戦
災
で
宇
都
宮
か
ら
当
地
に
も
どっ
て 、

分
家
の
か
た
ち
を
とっ
た
も
の 。
⑮
は
④
の
分
家
の
弥
兵
衛
氏
が
死
亡
後
の
屋
敷
を
④

の
甥
(
妹
の
息
子)
が
受つ
い
で
い
る 。
@
は
森
田
進
氏
の
未
亡
人
が
鎌
倉
氏
(
や
は

り
鋳
物
師
の
人〉
と
再
婚
し
た 。
従っ
て
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と 、
増
倉
系
5 、

森
田

系
5 、

若
村
系
2、
大
塚
系
1、
宿
谷
系ー
と
な
る 。
増
倉
系
で
は
前
に
触
れ
た
よ
う

に 、
秀
吉
氏
が
鋳
物
師
の
地
名
の
由
来
に
つ
な
が
る
金
右
衛
門
家
の
直
系
と
さ
れ
て
い

る
だ
け
に 、
⑬
が
伝
承
的
に
は
本
家
と
さ
れ
て
い
る 。
森
田
系
で
は
@
⑨
⑫
の
ど
れ
か

が
直
系
の
本
家
な
の
だ
ろ
う

が 、
別
に
そ
う
し
た
意
識
は
と
く
に
見
当
ら
な
い 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、
本
分
家
意
識
や
そ
う
し
た
実
質
的
な
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い 。

し
て
み
る
と、
右
に
述べ
た
よ
う
な
家
や
家
系
の
消
長
は 、
つ
ね
に
繰
返
さ
れ
て
き
た

こ
と
だ
ろ
う

か
ら 、
大
事
な
こ
と
は
家
系
そ
の
も
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら 、
内
座
と
し

(4)

 

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

て
の
ク
ル
ワ
の
ま
と
ま
り
で
あっ
た 、

こ
の
こ
と
は
今
迄
述
べ
た
よ
う
な
宮
座
に
お
け
る
内
座
の
特
殊
な
位
置づ
け
や
鋳
物

師
で
の
祭
事・
儀
礼
面
の
存
続
形
態
か
ら
み
て
も
肯
け
よ
う 。

従っ
て 、
い
わ
ゆ
る
オ

ト
ナ
(
長
老
衆)
と
し
て
の
年
令
階
梯
的
な
規
制
は
他
に
較べ
て
弱
い
に
し
て
も 、
鋳

物
師
で
は「
株
座」
的
な
結
合
が(
そ
れ
も
地
縁
的
な
結
合
室長
打
ち
さ
れ
て 、
「
村
座」

組
織
を
とっ
て
い
る
こ
こ
の
宮
座
の
中
に 、
遺
さ
れ 、
あ
る
い
は
併
存
し
て
き
で
い
る 、

と
見
倣
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。

四

主
(1〉
現
在 、
公
民
館の
指
導で
組
織さ
れ
てい
る
鋳
物
師の
老
人
会
(老
人
クラ
ブ)
は 、

七
十
才
以
上の
男
女
四三
名
(
男
子が
大
半)
が
会
員で 、
集
会の
出
席
もよ
く
活
動
も

な
か
な
か
盛ん
で
ある 、
と
の
社
会
教
育
主
事の
話で
あっ
た 。

(2)
ζ
の
相
撲は
男
女の
縁
結び
を
象
徴
する
もの
と
云
わ
れ 、
赤
揮が
女・
白梅が
男と

な
る 。
そ
し
て
H

二つ
ど
も
えの
女
武
者 、
粗
忽に
か
かっ
て
恥か
くなp
とい
う
慨し

言
葉の
下に 、
行
司が
男
女い
ず
れ
もが
勝つ
よ
うに
勝
負を
裁
くの
だ
と
云
う 。

(3)
乙
の
東
西の
別の
よ
うな
双
分
的な
もの
は 、
宮座
組
織の
中に
は
み
ら
れな
い 。
と

れ
は
県
道
(
街道〉
に
よ
る 、
単な
る
地
区
的二
分の
よ
うで
ある 。
他
方 、
宮
座に
は

先
述の
よ
うに
全
体と
し
ての
座
構
成が
鋳
物
部と
石
原の二
部
落に
よっ
て
な
さ
れる

とい
う 、
地
域
単位の
双
分が 、
路
格の
上
下と
か
ら
んで
機能し
てい
る 。

(4〉
内
座
十
四
家は
檀
那
寺と
し
て
は 、
すべ
て
涌
泉
寺
(
臨
済
宗)
の
檀
家で
あ
る 。
ζ

の
寺に
は
他に
鋳
物
師の
家一
五
戸ほ
どの
檀
家が
ある 。
鋳
物
師に
はこ
の
他 、
西
誓

寺(
浄
土
宗
γ
蓮
行
寺(一
向
宗)
が
ある
が 、
こ
れ
らへ
の
檀
家
帰
属に
は
内
座の
よ

う
に
クル
ワH
組と
し
て
ま
と
まっ
た
もの
は
見
ら
れない 。
鋳
物師に
は日
野
町
増田

ハ
石
原に
隣
接)
の
明
性
寺
(一
向
宗)
の
檀
家で
あ
る
家
も
ある 。
墓
地は
明
治
初
期

に 、
部
落
共
同
募
地が
で
き
た
折に 、
寺
派・
捜
家とほ
無
関
係に
クジ
で
各家に
配
分

さ
れた 。

2. 

蒲
生
郡
竜
王
町
弓
削

竜
王
町
弓
削
(ユ
ゲ)
は 、
も
と
鏡
山
村
弓
削
で
七
十
戸
ほ
ど
の
部
落
で
あ
る 。
前

述
の
鋳
物
師
か
ら
西
北へ
約
十
粁 、
日
野
川
に
面
し
て
対
岸
は
も
う

近
江
八
幡
市
で 、

先
の
県
道
近
江
八
幡
日
野
線
の
も
う一

つ
西
よ
り
の
地
方
道
近
江
八
幡
水
口
線
が 、
部

落
の
東
側
八
百
米
ほ
ど
の
と
こ
ろ
を 、
同
じ
く

南
北
に
通っ
て
い
る 。
こ
の
道
路
が
日

野
川
を
こ
え
た
対
岸
が
近
江
八
幡
市
倉
橋
部
町
で
あ
る 。
ま
た 、
こ
の
道
路
を
南
に
約

三
粁
い
っ

た
地
点
か
ら
少
し
西
に
入
る
と 、
こ
の
辺
り
で
は
楼
門
や
社
殿
が
重
要
文
化

財
指
定
で
知
ら
れ
て
い
る
綾
戸
部
落
(
竜
王
町 、
旧
苗
村)
の
苗
村
神
社
が
あ
る 。
こ

の
苗
村
神
社
及
び
先
の
倉
橋
部
の
安
吉
神
社
と
弓
削
の
小
日
吉
神
社
(
旧
村
社・
祭
神



は大山咋命〉
とは 、
ともに
古来 、
大和国宇多郡の
安吉大明神との
ゆかりを

もっ
関係の
神社だとされている。
その
由来伝承については 、
貞享二
年ハ一

六入五〉
の
「弓削村座謂書」
に
詳しい
が 、
当面はこ
れに
左程かかずらう必

要もなかろ
う 。
また 、
この
辺りは
古くから蒲生郡安吉圧とよばれ 、
中世に

おいてはずっ
と庄園寺領で
あっ
たようで 、
この
弓削の
地には向陽山瑞光寺

と称する七堂伽藍があり 、
それが織田信長に
焼かれてから、
その
後 、
山王

権現として
再生する過程で 、
独特の
神仏混合の
宮座形態が生じたこ
とが
推

察される。
寛文七年(一
六六七〉
の
「向陽山瑞光寺七堂伽藍謂書」
には、

明応年間(一
四九二
t一

五OO〉
の
古帳残片から写しとっ
て
作製したとい

う表書きがあり 、
当時の伽
藍の
図面も遺されてい
る(私が
実見したのは、

昭和
七年の
再写〉 。

この
山王権現が維新後の
廃仏棄釈・
神仏分離で
小日
吉神社の
社号になっ

たわけだが 、
実態はさして
変っ
てい
ないように思われる。

すなわち 、
小日
吉神社の
宮座は、
瑞光寺を継承している通称 、
安吉山阿

弥
陀寺を直
接 、
管理運営
す
る主体で
もあ
勺
この
阿弥
陀
寺は
もちろ
ん
住職

はない
部落有の
もので
ハ一
応 、
大津市阪本の
天台宗西教寺の
末寺となっ
て

い
る) 、
部落のほぼ
中央 、
小高い
台地に
ある
i!なお 、

第二
次大戦後の
農地

改革まではこの
寺に
付随した寺田(つ
まり宮座でい
う座田・

神田に
あたる)

が約一
町歩あづ
たが 、
売却処分された 。
むかしは、
こ
れより少し離れた
処

に
釈迦堂があっ
て 、
近年そこに
長老衆の
手で
記念碑が建てられた 。(写真C

①t@参照〉
かつてはここ
も阿弥陀寺の
境内だっ
たの
だろ
う。
また 、
こ
れ

と相対して八
幡宮もあっ
たようだが 、
こ
れは
現在は小日
吉神社の
境内に
合

記されて
い
る。
ハ写真
C
@参
照)
小
日
吉
神
社
(
も
と
山王
権
現〉
は
部
落の
南

宮
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はづ
れ 、
少し低い
団地つづ
きの
森を境内とし、
E面の
本殿とその
前面の
張

出しの
舞台はこの
地方の
典型的な様式を示す中程度の
規模の
社である。
本

殿石垣の
向っ
て
すぐ右脇に 、
組末な燈小屋(儀礼を催すときに
中に沢山の

神燈をともす〉
があり 、
左手には
社務所とそれに
続く細長い
座小屋(しゅ

うしべ
や)
がある 。
(写真C@t①参照)
社務所には昭和十四
年の
村社昇格

記念に
増築された畳部屋があるが 、
後述する
如く 、
そこ
は
宮
座の
長
老
衆

(オトナ〉
が
着座する場所である 。
こ
れと
襖で
仕切られた細長い
板敷の
棟

つづ
きの
建物が
本来の
座小屋で 、
ここには以下の
座員一
間が左右に
分れて

年長順に
着座し、
ここでい
わゆる，しゅ
うし'

(宮座の
諸儀礼・
直会n
饗

宴〉
が
催されるわけである。
しゅ
うしに

必要な大鼓・
飯びつ
などは 、
ここ

に
常置されてい
る。
(写真C@t@参照)

さて 、
弓削では
長男(跡継ぎ 、
または家持ちと云う〉
が数え年で一
五
才

に
なっ
た正月に 、
小日吉神社に
詣で
その
旨を神前に
奉
告
し、
十二
人
長
老

(オトナ)
i後述
ーーを自宅に

招いて
振舞い
(賄い)
をし宮座入する(村

人となる〉 。
こ
れを烏帽子着と称するが 、
今日でも古
式ど
う
りの
装束
一

式

を着て 、しきたりに
従っ
た
儀礼を行っ
ている 。
(写真C
⑫t⑭参照
||冠は

古いのが
傷んだので
最近 、
京都で
新品をしつ
ら与えた)
期日は一
月十t十五

日が
普通だが 、
都合でご 、
三
月になっ
て
も 、
また十二
月でも四
月でもよい 。

つ
まり家持ちでない
ものは通常 、
烏帽子着の
儀礼はしないから、

次三
男 、

宮座の正座員ではない 。
座入すると8座下り帳8
とい
う登録簿に

記帳され

るが 、
以後こ
れが当該座員の
座順(序列〉
を生涯にわたっ
て
律する原簿と

なるわけだ 。
(写真
C@t@参照)
次三
男で
も部落内に
分家すれば 、
希望

によっ
て入座
(村入)
できるし 、
移入戸で
永住をきめた
もの
も同様である。

四
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こ
れらの
場合 、
烏帽子着はないが 、

(3)(4〉

オトナへ
の
振舞は同じである。

なお 、
宮座入がこのよ
うな 、
い
わば成年式として
思春期になされるのに

対し、
出生時には宮座にかかわる通過儀礼はとくにない 。
ただ 、
男女にか

かわらず 、
赤ん坊が生れると長老衆に
届出ることになっ
ており 、
この
とき

に
，けがし米'

と
称して
玄米(三
等級)
二
升をオトナに
差出す。
現在は 、

米に
相当する金納で四百円である。
この
米は一
月二
九日に
年行司(当家〉

の
家で
餅につ
き、
その
餅をそれぞれ当該の
出生子の
家に ，花びら餅'
とし

て
配る。
こ
れを ，当がえし'
と一式っ
ているが 、
当家としての
勤め
(義務〉

を果さしていただくこ
との
村民へ
の
礼心を 、
吉事があっ
た家々
への
祝餅に

こ
とよせた意味もあるのであろ
う。
この
ときには 、
年行
司は
別に
長
老
衆

(この
場合は八人長老

ll後述〉
を招いて 、
振舞をしなくてはならない 。

い
ずれにしろ、
出生時にオトナに
届出るとい
うこ
とは 、
やはり通過儀礼の

始めとしての
意味があり 、
それはけがし米H
花びら餅とい
う物的・
儀礼的

なものに
裏打ちされて 、
長老衆や当家がこ
れを演出している、
と解して
も

よかろ
う。
天保五
年(一
八三四)
の
長老衆による
「生子年月日覚帳」(写

真C
@t@参照)
をみて
も 、
出生時にオトナが一
応 、
将来の
宮座入(烏帽

子着)
に
そなえて
男女別・
生年月日を記録しておこ
うとした配慮が窺われ

るように
思う。

ところ
で宮座入りに
際して 、
本人は
左の
座に
入るか右の
座に入るか
決め

なくてはならない 。
宮座が全体として
左右二つに
分れているからである。

そして 、
左の
方が
右よりも格が高い
とされている。
このこ
とは
長老衆(オ

トナ〉
において
左が七人、
右が五人(計十二
人長老〉
とい

う人数の
多寡に

も現れている。
オトナはもちろ
ん座入(年長〉
順の
序列で 、
最高が一
番尚

四
回

(イチパ
γジョ
ウ、
尉とも書く〉 、
以下二 、一二
番尚とつづ
く。

左の
七番尚ま

でと
右の五
番尚までが十二
人長老である。
さらに
左右とも四番尚までの
計

八人が八人長老とよばれ 、
一
段と格式の
ある重い
地位である。
こ
れらの
う

ちの
何れかが死亡して欠員となれば 、
座下り(座入順)
に
従っ
て 、
順次に

補充し
繰上るとい
う仕組みである。
ここで 、
現在(昭和四五
年十一
月九日)

の
十二
人長老を列記すれば 、
次の
如くで
ある。

左

右

一
番尚
佐藤嘉十郎
花
才

一
番尚
諸川繁次郎
叩
才

" 

内
山
友
吉
口
才

" 

松瀬半三
郎
的
才

" 

松瀬伊惣一

" 

山
中
要
治
的
才

邸
才

四

山
中
恒
市
町
才

四

松瀬喜太郎
邸
才

五H

小
森
重
三
臼
才

五H

中島勇次郎
防
才

松瀬忠三
郎
位
才

七

山
崎
松
蔵
臼
才

この
左右の
各七・
五
名とい
う割りふりは 、

天地地紙 、
陰と陽に
因んでい

るとも云うが 、
それはともかく、
十二
人長老の一
人としてオトナ入りする

こ
とは大変な名誉であり 、
やがて八人長老になるこ
とはそれ以上に
名誉で

あり 、
さらに一
番尚になることは最高の
名誉である。
従っ
て 、
順次にこ
う

した
それぞれの
段階に
達すれば 、
それ相応の
振舞をオトナ
衆に
対してしな

くてはならない 。
||注(4〉

参照 。
(写真C
⑧参照)
この
写真は 、
昭和田

五年十一
月八日の
午後 、
山中要治氏(右三
番尚〉
が
松瀬喜太郎氏(右四番

尚〉
を誘っ
て 、
こ
れから山中恒市氏(左四番尚)
宅で
催される 、
恒市氏の



人人長老入りの
振舞に
招かれて
ゆくところを撮っ
たものである。
一
番尚は

原則的には
終身であるが 、
折をみて 、
あるいは都合によっ
て
引退してもよ

L、。さて 、
左宕への
帰属は 、
先述の
多羅尾のよ
うに

家によっ
て一
定している

のではなく、
父が
左なら子は右とい
うよ
うに 、

世代毎に
交互になるのが原

則である。
こ
れは
左右の双
分に
格の上で
違いがあり 、
オトナの
人数配分で

もそうなっ
ているこ
とと考え合せると、
同じ座員の
間で
家系による不公平

(5一)

を
招かぬように
配慮した規制とみられる。
かかる制度は 、
東アフリカの
若

干の
種族で 、
年令階梯制と双
分組織の
交錯においてみるこ
とができるが 、

偶然にしろ 、
こ
うした組織・

制度が 、
未聞と文明〈民俗)
社会に
共通して

存在するのは
興味深いこ
とである。
弓削の
場合の双
分は 、
十二
人長老・
入

人長老にみる
如く、
あくまで
左右一
対の
まま全
体で一
つの
ものとして
機能

するので 、
双分とは云え 、
左なら左 、
右なら右の
それ自体の
自立
牲はみら

れない 。
この
点 、
先述の
多羅尾では 、
左長座・
右長座とい
うそれぞれの
自

立性を組織や機能で明確に
そなえた上での一
対日
対置であっ
て 、
かなり意

味が異るよ
うに思う。
とにかく、
こ
うした両者の

違い
も一
応、
注目してお

くべ
きで
ある。
この
点は 、
当家の
方式に
も明らかに
現われている。
多羅尾

では 、
P七当'

が左右それぞれの
座によっ
て一
定の
方式で
(座入・
年長順

にのっ
とっ
て〉
指される、
い
わば当家(当番〉
であるが 、
弓削では P年行

司(当家γ
は年毎に
左右の
交代でもたれる。
年行司は
座下り(座入順)
に

よっ
て
当たるので 、
座下り
帳の
記載どうりの
順で 、
左右交互に
なされるわ

けだ 。
本年(昭和四五
年)
度は 、
須藤仙蔵氏(左 、
昭和七年に
座入し五三

才 )
で 、
来年度は木下松雄氏ハ右 、
昭和十六
年に座入し四五
才)
である。

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査
I

そして
再来年は
中島太寿郎氏(左 、
昭和九年に座入し五一
才)
になり 、
今C

らに
その
翌年は小森寛治氏(右 、
昭和十七年に座入し四回才〉
とい
う順序

に
なる。
(写真C
@参照)
この
年行司渡し
(当渡し)
の
儀礼は 、
十
月
十

四日に
行われる。
今回の
調査は 、
期日が一
ヶ
月以上も早いので 、
もちろん

この
儀礼・
しゅ
うしは見られなかっ

たが 、
十一
月九日の
秋祭(秋節句 、
も

立て
ハ湯上りγ

とは九月九日とか十月九目だっ
たが 、
収穫の
都合でさらに延びた)
の

ρ湯

は一
通り拝見

行事としゅ
うし部屋でのしゅ
うし

(饗宴)

(7)

 

するこ
とがで
きた 。
(写真C
@t@参照)

ところで 、
長老衆(オトナ)
の
勤めとして 、
正
式に
きめられている
儀礼

十二
月十四日

しゅ
うしは次の

如くゼある。講(年行司渡し)

" 

一一
十日

月十一
日

" 

十七日

" 

日

二
月

" 

十五日

四

月
八
日

五
月十七日

七
月

" 

三一
日

八
月
七
日

0 
御

。

(
古
茂
舗〉

" 

的
化
粧

祈

酵

0 
御

講

日

射

親

O
浬

繋

。
誕

生

ネ斤

前零

日
O
御
田
講

0 
タ

汁

燈龍木建

四
五
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十
二
月
十
四
日
の
年
行
司
渡
し
は
前
述
の
通
り 。
同
二
十
日
の
古
茂
舗
(コ
モ
シ

キ)
は
二
月一
日
の
射
親
(
イ
オ
ヤ) 、
つ
ま
り

射
礼
の
儀
に
お
い
て
用
い
る
的
の
下

に
敷
くコ
モ
を
つ
く
る
作
業
の
こ
と
で
あ
る 。
一
月
十一
日
の
的
化
粧
は 、
そ
の
的
を

新
ら
し
く

張
り

か
え
て
準
備
す
る
こ
と 。
同
十
七
日
の
祈
博
は 、
阿
弥
陀
堂
で
お
経
を

あ
げ
て
勤
行
す
る
こ
と 。
同ゴ
二
日
の
御
講
は
小
日士口
神
社
で
の
し
ゅ
う
し
(
饗
宴)

で 、
こ
れ
は
十
二
月
十
四・
二
十
日
の
場
合
も
同
様 。
二
月一
日
の
射
親
は
前
述
の
通

り
だ
が 、
射
礼
は
八
幡
宮
の
儀
礼
で 、
現
在
は
元
八
幡
宮
跡
の
道
傍
で
弓
が
ひ
か
れ
る

(
こ
の
射
手
は
左
右
二
人
ずっ 、
や
は
り

座
下
り

順
で
当
る) 。
同
十
五
日
の
担
架
は 、

い
わ
ゆ
る
釈
迦
浬
繋
の
仏
教
義
礼
で
阿
弥
陀
寺
で
執
行 。
四
月
八
日
の
誕
生
も
同
様
に

釈
迦
誕
生
の
仏
教
儀
礼 。
五
月
十
七
日
の
祈
祷
は一
月
十
七
日
と
同
じ 。
七
月一
日
の

御
国
講
(
オ
ン
ダ
コ
ウ)
は
稲
の
成
育
を
希
う

農
耕
儀
礼
と
し
ゅ
う
し 。
七
月
三一
日

の
タ
汁
(ユ
ウ
ジ
ル)
と
八
月
七
日
の
燈
箆
木
建
(
ト
ウ
ロ
ウ
ギ
ダ
テ)
は
仏
教
儀

ネL

」
れ
ら
の
う
ち
O
印
は

グ
七
講グ
と
称
し 、
と
く
に
重
要
な
勤
め
と
さ
れ
て
い

る 。
以
上
が
オ
ト

ナ
の
勤
め
の
主
な
も
の
だ
が 、
オ
ト

ナ
の
う
ち
で
も
八
人
長
老
が
実

質
的
に
関
与
し 、
十
二
人
長
老
で
は
あ
る
が
八
人
長
老
に
入
ら
ぬ
左
五・
六・
七
番
尚

と
右
五
番
尚
は
や
や
責
任
が
軽
い 。
従っ
て
こ
れ
ら
四
名
は 、
八
人
長
老
に
故
障
が
生

じ
た
場
合
の
補
充
要
員
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る 。
こ
れ
が
右一
名
に

対
し 、
左
三
名
と
い
う
の
は 、
そ
れ
な
り
に
左
の
格
式
を
重
ん
じ
て
お
る
か
ら
で
あ
ろ

ぅ 。
な
お 、
こ
れ
ら
の
オ
ト

ナ
の
諸
儀
礼
に
仏
教
儀
礼
が
か
な
り
み
ら
れ
る
の
は 、
前

述
の
如
く 、
弓
削
の
特
殊
な
歴
史
事
情
を
反
映
す
る
神
仏
混
合
の
宮
座
形
態
が
今
日
で

も
根づ
よ
く

存
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
明
確
な
証
拠
に
他
な
ら
な
い 、
と
云っ
て
よ
か

ろ
う 。

ロペ一\
Fト←ノ

主
(1)
明
治二
九
年の
日
野
川
洪
水に
よ
る
水
害で
部
落の一
部が
上
弓
削
と
し
て
や
や
南に

分れた
が(
約二
十戸) 、
今日
に
至る
も
弓
削
部
落と
し
ての
まと
まっ
た
機
能に
は
別

に
変
りない 。
もと
か
らの
集
落は 、
通
常 、
下
弓
削と
も
云っ
てい
る 。

(2)
明
治
維
新まで
は 、
弓
削に
ある
善
休
寺
(
門
徒
宗で
権
家は
現
在 、
十
数
戸
||

弓

削に
は
もう一
つ
檀
那
寺と
し
真
宗の
正
福
寺が
ある・
健
家は
約
四
十
戸)
の
住
職が

山王
権
現の
禰
宜
(
世
襲
専
属の
宮
司u
社
掌)
を
兼
務
する
か
た
ち
を
とっ
て
き
た
が 、

維
新
後の
神仏
分
離で
小日
吉
神
社と
なっ
て
か
ら 、
前述の
苗村
村
社の
社掌が
そ
れ

に
代っ
て
兼
務
するこ
と
に
なっ
た 。
と
云っ
て
も
御
神
体の
御
幣は
従
来
同
様に 、
前

記の
阿
弥
陀
寺に
安
置さ
れて
あっ
たの
で 、
善
休
寺
住
職
藤
野
了
党
師は
社
守と
し
て

その
管理
を
あづ
かっ
て
おっ
たの
だ
と
云
う 。
その
後 、
明
治
十
二
年にこ
の
住
職が

本
山
役
員と
し
て
京
都に
出
向い
たの
を
機
会に 、
社
守を
弓
削
部
落の
佐
橋
権
兵
衛
氏

に
依
託
した 。
さ
らに
その
後 、
松
瀬
徳
兵
衛
氏が
社
守た
ると
と
の
希望
を
申
出た 。

こ
の
間 、
益口
休
寺を
継い
だ
次の
住
職
藤
野
了
志
師
も
社
守た
るこ
と
を
希
望
し
た
の

で 、
そ
の
後はζ
れ
ら
三
人に
よ
る
交
代
制で
社
守が
勤め
ら
れた 。
ζ
うし
て
若
干の

曲
折が
あっ
た
が 、
現
在は
昭
和
四
十四
年か
ら
松
瀬
徳
兵
衛
氏の
直
系の
松
瀬
徳
男
氏

が
社
守で
ある 。
現
今
も 、
乙
の
他に
善
休
寺
住
職・
藤
野了
証
氏
及び
佐
橋
権
兵
衛
氏

直
系の
佐
橋三
雄氏と
の
三
名
(三
家〉の
三
ヶ
年
交
代
制で
ある 。
こ
の
よ
うに 、
と

こ
で
社
守と
称し
てい
る
の
は 、
禰
宜目
社
掌の
如
く
位
襲
専
属の
宮
司ほ
どで
はな
い

に
し
て
も 、
ほ
ぼ
そ
れに
近い
何か
格
式と
名
誉を
もっ
地
位の
よ
うで 、
ある
穏の
信

仰と
誇
り
を
有する
弓
削
住
民に
とっ
て
は 、
単に
形
式
的な
もの
と
し
て
ない
が
し
ろ

に
は
扱
えぬ
もの
で
ある
よ
う
だ 。

(3)
かつ
て
は
大村
座・
堂
村座・
新
村
座と
い
う
威
名の
下に 、
若干の
家
筋に
よ
る「
株

庖」
的な
形態
が
あっ
た
かに 、
見
う
けら
れる
形
跡
も
ある 。
もし 、
そ
う
だと
する

と、
分
家や
移
住
戸が
どの
座に
加
入し
た
か
が
問
題で
あ
る
が 、
調
査
し
た
限
り
で

は 、
ζ
の
点は
不
明で
ある 。
大
村とい
うの
は
弓
削
村のこ
と
の
よ
うで
ある
が 、
新

村とい
うの
は 、
注
(1)
で
触
れた
上
弓
削の
こ
と
か 、
あるい
は
そ
れ
以
前の
別の

とと
ろ
か
不
明。
また 、
堂
村と
い
うの
は
弓
削の
中の
あ
る
区
域な
の
か
ど
う
か 、
確

め
て
な
い
の
で 、
よ
く
判
らない 。
い
ず
れに
し
ろ 、
か
りに
株
庭
的で
あっ
た
に
し
ろ 、

特
定
(上
層)
家
格の
もの
の
み
に
よ
る
厳しい
もの
だっ
た
と
は
考え
ら
れな
い 。
ど

う
も
地
域
的な
座
名だっ
た
ら
しい 。
そ
して 、
大
村座が
山王
権
現(
小日
吉
神
社) 、



堂
村
座が
安士口
山
阿
弥
陀寺(
釈
迦
堂) 、
新
村
座
が
八
幡
宮
のそ
れぞ
れ
官口座で
あっ
た

よ
うに
も思
わ
れる 。
注
(
2)
の社守三
家は 、
こ
う
した
各座
の
家筋を
代
表
する

ので
は
な
か
ろ
うか 。
乙
れら
の
点 、
い
ず
れ
確め
たい
と
思
う 。
現
在で
は
弓
削
全
体

が
完全
な一
つ
の
「村
座」
だ
し 、
以
下の
本
文で
も
明ら
か
な
如く 、
ζ
の
村
座
形
態

の
本
質は 、
か
な
り
古
くか
ら一
貫し
て
い
る
よ
うに
み
ら
れるの
で 、
こ
と
で
は 、
当

面あえ
てこ
の
問題に
は
立
入
らない
で
お
く乙
と
に
し
たい 。

(4)
オ
ト
ナへ
の
振
舞は 、
最
も正
式な
もの
は
P

司
振
舞H
(
(ツ
カ
サ
フル
マ
イ)
と
よ

ば
れ 、
相
当な
費
用にな
る 。
そ
の
膳の
内容を
示すと
次の
如くで
ある 。

鯛の
焼
物
(
大
物 、
時
価八
百
t

千
円
位〉

ツ
ク
リ

(
刺
身)

魚
煮
付

ダイ
ヒ
キ
(
エピ・
カマ
ボ
コ・
果
物)

スズ
リプタ

(
折
詰 、
時
価五
百
円
位)

茶
碗む
し

すの
も
の

茶
菓
子

そ
の
他 、
盛
合せ
(二
血)

ζ
の
司
振
舞は
十二
人の
長老
衆(オ
ト
ナ)
へ
の
仲
間
入
(オ
ト
ナ
入り)
の
と
きに 、

オ
ト
ナ
を
招い
て
行う
場
合の
標
準的な
もの
で 、
オ
ト
ナ
十二
人と
他に
年
行
司
ーー

そ
の
年の
当
家 、
後
述
iーの

十三
人
前の
謄と
な
る
か
ら 、
か
な
りの
出
費で
ある 。

第二
次
大
戦
中の
物が
乏
しい
と
きで
も 、
何と
か
都
合し 、
当
時の
額で
計
二五
円と

い
う
範
間
内で 、
乙
れに
近い
もの
を
出し
た
とい
う
lll

二五
円の
中の一
割を
基
本

金と
し
て
残し
た 。
戦
時
中の
烏
帽
子
着で
は 、
二
十
円が
振
舞の
基
準
額だっ
た
とい

う 。
諸
事 、
賛沢に
なっ
た
昨今で
は 、
振
舞
も
再び
か
な
り
派
手に
なっ
て
き
てい
る

よ
う
だ 。
従っ
て 、
経
済
的
事
情で
振
舞がで
き
か
ねる乙
と
もで
て
くる
わ
けで ‘
と

の
た
めに
宮座
入し
な
かっ
た
者(
家〉
も 、
あっ
た
と
云
う 。
ζ
の
乙
と
は
年
行司(
当

家〉
の
場
合
も
同
様で 、
お
の
ずか
ら
辞退
と
な
り 、
そ
の
結
果 、
鹿
を
脱
けるこ
と
に

な
るの
も止
む
を
得ない 、
と
さ
れた 。

(5)
明
治二
五
年に
十
二人
長
老
立
合で
記
録が
始め
ら
れた
座
下
り帳
は 、
現
在で
もひ

き
続い
て
記
帳に
用い
てい
る
ものだ
が 、(
写
真C
⑮
J

⑫
参
照〉
その
下
楠
(
すな
わ

ち
右)
末
尾の
松
瀬喜
治
氏
(昭
和四五
年一
月十五日
振舞)
は 、
木文で
前記した

宮座の
社
会人
類
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右
四
番尚・
松
瀬
喜
太
郎氏
の
孫
ハ
長
男の
長
男)
に
当る 。
喜
治の
父で
喜
太
郎の
長

男に
当る
松
瀬
喜
久
男氏は 、
末
尾か
ら五
頁
前の
上
機
ハ
すな
わ
ち
左)
に
昭
和
十九

年一
月六
日
振
舞と
し
て
記帳
さ
れて
お
り 、
喜
太
郎氏
は
さ
らに
六
頁
前の
下
欄(
右)

に
記帳
さ
れでい
る 。
乙
の
喜太
郎氏
の
父・
助
左
衛
門
(
楳
太
郎)
氏
はそ
の
二
頁
前

の
上
欄(
左)
に
のっ
て
お
り 、
そ
の
ま
た
父
ハ
喜
太
郎の
組
父)・
嘉
兵
衛氏
はそ
の一ニ

頁
前の
上
欄(
左)
に
ある 。
ζ
の
嘉
兵
衛の
父ハ
喜
太
郎の
曽
視父)
・

助
左
衛
門氏
は

そ
のニ
頁
前 、
つ
ま
り
最
初の
頁の
上
欄
(
左)
に
あ
り 、
そ
の
また
父
(
喜
太
郎の
玄

祖
父)・
松
滅
法
山
氏
(
法
山は
法
名〉
は
同
頁の
下
欄
(
右〉
の
冠
頭に
のっ
てい
る 。

乙
れで
みる
と
嘉
兵衛が
本
来な
ら
右に
な
る
の
を
左に
なっ
た
点が
原
則と
違っ
てい

る
が 、
次の
助
左
衛
門
(
楳
太
郎〉
が
また
左に
なっ
て 、
そ
れを
是正し
てい
る
かに

思
える 。
い
ず
れに
し
ろ 、
こ
のよ
うな
若干
の
例
外は
ある
に
し
ろ 、
や
は
り
原
則は

位
代
毎に
左
右
交互と
い
う乙
と
のよ
う
だ 。
そ
れに
し
て
も 、
一
つ
の
座
下
り帳
に 、

と
もか
く
七
代に
わ
たっ
て
記
録が
の乙
さ
れて
現在に
及んで
い
る
とい
う
の
は 、
注

目
すべ
き
興
味ある
事
柄で
ある 。

(6)
例え
ば 、
ケニ
ア
のパ
ン
ツ
1

系
農牧
民
キ
クユ
族の
場
合はそ
の
典型
的な
もの
で

ある 。
こ
乙
で
は 、
年
令
階
梯
制が

グマ
イ
ナグ
と
グム

ワン
ギグ
とい
う
二つ
に
全
体

と
し
て
分
れる
が 、
青
年
戦
士
階
梯の
間
は
潜
在
的な
存
在で 、
実
際に
意
味を
もつ
の

は
中年H
年
長
者・
施政
階
梯に
なっ
て
か
らで
ある 。
とい
う
のは
三
十t
四
十
年
毎

に
イ
ト
ウィ
カ
と
い
う
儀
礼で 、
こ
の
双
方の
悶で
施政
権能
の
交代が
な
さ
れる
が 、

こ
の
と
き
政
治に
たづ
さ
わる
方で
は
年
長
者
階
悌が
段
階
的に
さらに
四つ
に
序
列
区

分さ
れ 、
そ
れ
ぞ
れが一
定の
機
能
分
担を
する
仕
組で
あ
る 。
野に
ある一
方の
双
分

に
はこ
れが
な
く 、
全
体と
し
て
単な
る
オ
ブ
ザパ
lで
し
か
ない 。
こ
の
双
分へ
の
帰

属が
父と
息
子で
は
異
り 、
祖
父と
孫で
は
同じで
ある 。
乙
の
双
分集
団は
内
婚
規
制

を
も
もつ
か
ら 、
結
局 、
父
方母
方い
ず
れ
の
祖
父と
も
同一
の
双
分集
団に
属
す 。
か

くて
キ
クユ
族で
は 、
い
ず
れに
し
て
も 、
父と
息
子が二
代つ
づ
けて
施
政に
た
ず
さ

わるこ
と
が
原
則
的にで
きぬ 、
とい
う
の
がこ
の
制
度の
規制
原理
だ
と理
解さ
れよ

う 。
ぇ
PEP
〉・
出・
?
何回目件、〉吟呂田門戸
〉mmin-白出血
ω
百件再BW
5
g-
H1P
AFC
-

印叶u
由∞
〉且、]戸]「
∞-

(7)
湯上
りは 、、
こ
の
秋
節
勾と
七
月一
日
の
御
田
講
(田
植
祭)
で
行わ
れる
が 、
写
真

で
みる
よ
うに 、
拝
殿
下で
大釜に
湯を
沸か
し 、
こ
の
湯を
笹
束で
浸し
て
蹴い
清め

る 、
な
か
な
か
厳
粛な
儀
礼で
ある 。
こ
れは
夕
方四
時
頃か
ら
約一
時
間で
終っ
た 。

四
七



宮
座
の
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会
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類
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調
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儀
礼
の
演
者
は
神
宮
(
苗
村
神
社
の
社
掌
そ
の
他一
名)
と
忍
女
(
イ
チ
さ
ん
と
よ
ぴ 、

近
江
八
幡
市
森
尻
の
岳
山
家
の
も
の
が
代
々
な
る)
で 、

舞
台
に
上
っ

て
乙
れ
に
立
会
う

の
は
左
右
の一

番
尚
と
社
守
及
び
区
(
弓
削)
の
区
長
で
あ
る 。

他
の
長
老
衆
は
舞
台
下

で
拝
見
す
る 。

湯
上
り
の
あ
と 、

夕
日
が
傾
く
頃
か
ら 、

座
小
屋
で
十
二
人
長
老
を
左
右

に
分
け
て
上
座
に
す
え 、

以
下 、

座
下
り
順
に
末
席
ま
で
着
座
し
て、

し
?
っ
し
が
な
き

れ
る
わ
け
で
あ
る 。

乙
の
問 、

湯
上
り
を
す
ま
せ
る
と 、

神
宮
と
亙
女
は
社
守
の
家
で
別

に
接
待
を・
つ
け
る 。

な
お 、

と
の
日
の
し
ゅ
う
し
で
は
折
詰
が
出
さ
れ
た
が 、

用
意
さ
れ

て
い
た
の
は
左
四
八
番
尚
・

右
四
三
番
尚
ま
で 、

計
百
余
折
と
相
当
量
の
清
酒
で 、

と
れ

を
賄
う
年
行
司
の
出
費
は 、

や
は
り
か
な
り
の
額
に
な
ろ
う。

3. 

神埼郡永源寺石谷

神崎郡永源寺町は
鈴鹿山脈を深く抱きこんだ
格好だが 、
木地屋発祥の
地

とも云われる
君ケ
畑・
蛭谷部落などの
古い
山村民俗や関西の
民衆信仰で
親

しまれている永源寺の
存在で
知られている。
この
永源寺町の
近江盆地に
接

する
先端が石谷で 、
合併前は旧市原村に
属していた四十戸ほどの
部落であ

る(現在 、
四三戸) 。
西に
隣接する瓜生
津は八日市市で 、
県道高木八日市線

がこの
石谷部落を東西に
貫通し、
東名高速道路の八日市インターチェ
γジ

に
も近く、
交通はかなり便利である。
従っ
て 、
東方背後に
山容が
近くせま

っ
てい
ながら、
部落景観も
何か近郊農村的な趣がある。
こ
こ
の
白
鳥
神
社

(旧村社・
祭神は日本武尊〉
の
宮座も 、
こ
うした土地柄を反映してか 、

極

めて
単純化されたサパ
サパ
した
'もので 、
ずっ
と古くから徹底した
「村座」

だっ
たよ
うである。

現存の
記録文書では
明治二三
年の
ものが最も古くそれ

以前は見当らないが 、
天保生れの老人から伝え聞いたとい
う、

八二
才の
古

老の
話でも 、
むかしからずっ
と現在のような制度だっ
た
とい
うこ
とで
あ

る。
氏子は石谷と東隣の一
式部落(三八戸〉
からなるが 、
それぞれに
座が

あり 、
組織形態は全く同様である。
神社境内には 、
本殿を背にして
左が一

四
八

式、右が
石谷の
それぞれの
座小屋がある 。
(写真D
①t@参照〉
こ
れらは 、

東及び
西の g鐘り座'
とよばれる(たちまい 、
とも
称する) 。
い
ずれも 、
さ

ほど大きくない
粗末な小屋で 、
格の上で
も全く同等である。
この
ように 、

宮座の
地域的双
分が全く対等で 、
前述の
諸例(一
般)
の
場合の
如く、
い
ずれ

かが上格ではないこ
とには
二
応、
注目しておきたい 。
以下 、
ここの
宮座の

あらましを考察するが 、
一
式もほとんど同じなので 、
石谷の
場合だけを述

ベ
る。こ
の
地の
宮座の
特徴は 、
一
定期間毎に
座の
組換がなされるこ
とで 、

この
ような方式は
私の
知る限り 、
他ではちょっ
と見当らぬよ
うに

思う。

白鳥神社では 、

四月十日春祭のしゅ
うし、

一
月四日の正
月のしゅ
うし、

十
月八日秋祭のしゅ
うしが 、

年聞の三
大儀礼行事で 、
い
ずれも前記の
寵り

座(座小屋)
でしゅ
うし(儀礼・

饗宴)
が執り行われる。
この
うち正

月と

四
月には社前で射礼行事もある。
この三
回のしゅ
うしには 、

毎回、
別々
の

当家が賄をする。
つ
まり年に三
回の
当家制で
約四十戸を
順
番に
ま
わ
る
か

ら
一
巡するのに
概ね十三
年かかることになる。
実際には 、
父が死亡し
息

子が未だ幼かっ
たり 、
同じ事情で
女だけの
家族だっ
たり(まだ
娘に聾がこ

ない〉 、
当家の
番の
とき不幸があっ
たりして 、
順番が早まるこ
とが
あるか

ら、
この
周期がもっ
と縮まるこ
ともある。
い
ずれにしろ、
当家が部落全戸

を一
巡したかたちをとると、
そこで
更めて
座の
組換が行
わ
れ
るこ
と
に
な

る。
現存の
記録簿(当家組換順次簿〉
は 、
明治二二
年十月・
明治三二
年一

月・
明治四一
年十月・
大正七年十月・
昭和五
年十月・
昭和十七
年二
月・
昭

和二
九年四
月・
昭和四二
年十月に 、
それぞれ組換が行われたときの
もので

大体 、
過去八十年間に七回の
組換が
あっ
たこ
とになるわけだ 。
座の
組換に



際しては 、
それ以前の
座の
組織・
序列・
当家の
順番は一
切が御破算になっ

て 、
更めて座に
加わる
部落の
全一戸(新分家や移入家はこの
とき参加〉
||

前記の
如く、
種々
の
都合で
参加で
きぬもの
を予め除く
!ーから、

各一
名 、ず

つ
が座員として
参加する。
この
際 、
長男が満十五
才に
達しておれば 、
父は

何才で
あっ
ても座から脱け 、
かわりに
長男が
座員になる。
もし
長男が十五

才未満であれば 、
父はひ
きつづ
き座員としてのこる。
そして 、
やがて
長男

が十五
才に
なっ
て
も 、
こ
れは
変らない 。
つ
まり 、
次の
座の
組換の
時期に 、

父が引退して
長男が入ることになる。
こ
れは
座の
組換時期に 、
たまたま父

死亡後で
長男が
未だ十五
才未満の
家とか 、
同じく娘にまだ裂が来ない
家の

場合に 、
其後やがて
長男が十王才に
達したり 、
娘に
裂が
来たようなときで

も同様で 、
やはり次の
組換まで
待たねばならない 。
こ
れはかなり徹底した

規制だが 、一
定胤期での
盛の
組換とい
うこ
とから考えると、
当然のこ
とで 、

その
周期の
間(全期間中)
は、
座の
組織・
座員の
序列・
当家の
順番に
混乱

を生じさせぬための
処置なのである、
と解釈できる。
つ
まり 、
組換によっ

て
更めて全座員を年長順に
序列づ
け 、
当家もこの
年長順に
従っ
て
順番を予

め
決めてしまうわけだから、
途中で
個々
の
家の
都合によっ
て
座員の
入替え

があっ
たり 、
新加入を認めたりしたのでは、
切角きめた
序列や順番に
狂い

がおこっ
てしまうことに
なる。
そして 、
座員たる
ものは一
家を代表するも

の一
名で 、
それは宮座からみて
当該期間(周期)
中の
当主と見なしたもの

11具体的には若い
長男であっ
て
も
ーーである、

とい
う理念がここに

ある

よ
うに

思われる。

ところ
で 、
右に
述べ
た規制原理を現実に
適用した場合 、
実際に
どうい
う

結果がもたらされるかを 、
次のような例を仮に
想定して理論的に
考えてみ

宮
座
の
社
会
人
類
学
的
調
査
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ょう。
そこでご
く普通のこ
ととして蓋然性が
高い
とみられる、
父が二八才

の
ときに 、
長男が生れたとすると、
この
長男が十五才の
とき父は四三
才で

ある。この
とき、
偶々

、
座の
組換の
時期にあたれば 、
父は
早くも四三
才で
座を

脱け引退し、
替っ
て
長男が十五
才で 、
その
家の
当主として
早々
と入座する。

ところ
が 、
座の
組換 、がその
前年に
あっ
たばかりだとしたら、
四二
才の
父は

次の
組換まで
そのままのこ
り 、

十四才の
長男の
入座もそれまで
待たねばな

らぬ 。
この
組換の
周期を前述の
如く、
一
応、
十三
年としておくと、
その
と

き父は
(お+
ロ)
H五五才で引退し、

替りに
長男 、が
QhF
I乙ω)
U二人才で

入座する。
さて 、
前の
場合の
十五才で入座したものが 、
やはり二八
才で長

男をもっ
たとすれば 、
彼は(目+
ロ)
H二八才までに 、

すでに一
周期を鹿

員として過し、この
間に
当家も一
回やっ
てい
る。
そして 、この
最初の
座の
組

換では、
長男は生れたばか
りの

零才で
ある。
次の
組換では、
彼は
Q∞+
ロ〉

日四一
才だが 、
長男は十一ニ
才でまだ入座資格がない 。
この
間に 、
彼はひ
き

つづ
き座員であっ
て 、
二
回目の
当家をやる。
さらに
その
次の
組換まで 、
ぐコ

まり(出十回ω)
U五四才まで

彼はひ
きつづ
き三周期日も座員をつづ
け 、
三

回目の
当家をやることになる。
こ
うして五四才で

引退するが 、
替りに
入座

する長男は
(5+H3
H二六

才である。
かくてこの
場合 、
十五
才で入座し

たものは、
五回才で引退ハ退座〉
するまで 、一ニ九年間を座員として過し、

この
間に三
回の
当家をすることになる。
他方 、
もとにかえっ
て 、
二入才で

入座したものの
場合を考えると、
(この
場合も 、
やはり二八才で
長男をも

っ
たとすると) 、
こ
れも今の
計算に即してみれば 、
五四才で引退するまで 、

二
六年間を座員として過し 、
この
間に二
回の
当家をすることになる。

四
九
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そこで以上のこ
とから、
入座年令は一
五
t一一人才 、

退座年令は四三
t五

五
才 、
座員としての
期聞は一一六t一二
九年間 、
当家は一一・
三
回とい
うの 、が 、

一
応の
枠として出てくるが 、
こ
れはもとより単純にモ
デル
化した
結果の
基

準に
すぎない 。
実際には 、
退座の
年令はもう少し上下にのびるだろ
うし、

入座年令ももう少し上にのびるだろ
う。
また当家を一
回しかしない
場合も

事情によっ
て
あるだろ
うし、
回国するこ
とだつ
で
あろ
う。

ただ肝心なこ
と

は 、
入座の
年令が
下限は十五才だが 、
まちまちで 、
且 、
三十才位にまでも

及ぶこ
とと、もう
一
つ 、
退座の
年令が六五
t七O

才に
及ぶものは
稀だろ
う

から、
まあ 、
それ以下とすれば 、
こ
れは他の一
般の
官座に
くらべ 、

かなり

年令・
世代構成の
点で 、
相対的にかなり上限が
低い(せいぜい六十才末満〉

とい
うこ
とで
ある 。
このことは 、
実際に
細かく検討してはないが 、
昭和十

七
年と二
九年の二つの
当家組換順次簿について
多少 、
当っ
てみたところ
で

は概ね右の
推測が
裏付けられるよ
うだ 。
そして 、この
石谷の
宮座では 、こ
れ

までの
諸先例でもみた
如き、
一
般の
宮座における長老・
オトナとか一
老

二
老(一
番尚・
二
番尚)
といっ
た名称(呼称〉
がなく、
また 、
それに
見合

っ
た地位や役割が
欠如している
||引退後の

老人をよぶ名称もない 。
座員

はもとより年長順に
厳しく序列づ
けられるが 、
それは地位序列であるとと

もに 、
より多くは当家順位を示すもの
としての
意味 、がつ
よいよ
うだ 。
この

こ
とは当家組換順次簿とい
う座帳の

表記やその
記録の
書き方に
も窺える 。

(写真D④t⑨参照)
こ
れはここの
有座が 、
官座の
基本的要素の一
つ
とし

ての
年令階梯H
長老制が
稀薄に
なっ
て 、
当家制 、が
前面に
出て
来ている形態

を示すもの
だ 、
と
理解してよ
いだ
ろう。
「村座」
がここまで
徹底して
くれ

ば 、
ここに至るの
も 、
正に
当然のこ
とだと肯けられるわけだ 。

五
。

さて 、
現在のこっ
ている最も古い
記録の
明治二二
年十月六日組換の
当家

組換順次簿をみると、
第一
頁の
記載は次の
如くで
ある 。
(写真D
⑤参照)

明治廿二
年十月六日組換

同
廿三
年一
月四日

初回
当家

松村勝次郎

当家組合
松村勝次郎

山
田
τb 
1=1 

杉沢久五
郎

杉
沢
拾
吉

松
村
源
蔵

杉沢徳次郎

松
吉
勘
蔵

山
田
重
介

藤沢亀次郎

山
岡
太
古

初回当家の
松村勝次郎氏は 、
昭和三
九年四
月の
組換簿での
当家順位では

十三
番目(当時三六才)
だっ
たが昭和四二
年九月の
組換簿では 、
もはや(長

男に
譲っ
て)
退座している
松村勝一
氏(昭和四五
年現在 、
四=一
才)
の
曽祖



父に当る。
勝次郎氏の
年令は確めてい
ないが 、
おそらく天保期(一
八三O

t四一ニ)
頃の
生れではなかっ
たろ
うか。

とい
うのは、
当家組合として連記されている二つ
自のグループに
ある
松

吉勘蔵氏が
ーーその

次男 、
松吉捨次郎氏(現在入二
才〉
の
話では
ll嘉永

三
年(一
八五O)
生れであり(この
当時 、
三
九才〉 、
且 、
この
組換簿の
後半

に
連記されている当家順次
ll前述の

如く、
年長順
ーーでは 、

筆頭の
松村

勝次郎氏から六番目に
位置しているからで
ある。
おそらく松村勝次郎氏は

天保末期の
生れではないかと思われるが 、
そうだとすると、
この
当時五O

才前後とい
うことになり 、

他の一
般の
宮座におけるよ
うな最長老とか一

老

〈一
番尚〉
とい
う年令には

程遠い
と云わざるを得ない 。

ところ
で 、
ここで当家組合と記されてい
るのは、
当家を扶けていっ
しょ

に
賄の
準備を手伝う仲間のこ
とで
ある。
賄の
費用一
切は当家が
負わねばな

〉こ、1、

FiHM
L
カ

しゅ
うしの

諸準備には相当の
手聞がいるから、
この
ような仲間

の
協力は当家に
とっ
ては有難い
し、
また必要なのである。
当家組合の
決め

方は 、
大体は地縁的なもの
だと云うこ
とだ 。
石谷は家屋がかなり密集した

集落だが 、
組分けをどのように
するかは 、
古くから一
定してはい
なかっ
た

ょうだ
||徳川期の五人組や明治以降の

行政的な近隣組織とこの
当家組合

とは
整合しない 。
この
明治廿二
年の
組換簿では当家組合 、が六組で 、
第一
t

五組までが
各五
名(戸) 、
第六組が六
名(戸)
の
計三一
名(戸)
で
ある。
そ

して 、
この
当家組合の
記載の
あとに 、
前述のよ
うに 、
当家順次として
全員

三一
名が年長順に連記されている 。
この
記載形式は、
昭和十七
年の
組換簿

まで
全く変っ
てい
ない 。
そして 、
この
間の
人(戸)
数と組数は次の
如くで

ある。
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明
治
三
二
年

三三
名(戸〉

組

H
四一
刀

f! 

ムノHH

大正
七

四
f! 

f! 

昭和
五

一
九
f! 

八
f! 

(写真D
⑮t⑫参照〉

f! 

f! 

七

f! 

入
f! 

四

従っ
て 、
明治中期t大正
中期までは 、
三十余戸・
六組(一
組が五 、
六戸)

で
宮座(村座)
の
当家制が組織運営され 、
昭和初t中期(第二
次大戦前後

まで)
に
なっ
て
約四十戸・
入組に
なっ
たわけである。
そして
組分けは一
応、

地縁的ハ近隣)
である、が
固定せ
ず 、
その
折々
の
都合で
相当の
出入が
あっ
た

ょ
うである。
その
詳細は十分に
調べ
てないが
(具体的にどんな事情や都合

でグルーピングされるか) 、
とにかく地縁的な要素が重視されたこ
とは
確か

なようだ 。
当家組合は 、
自分の
組から当家、が出たときに 、
その
当家を扶け

こ
れに
協力するための
ものだから、
地縁(近隣)
による協力が
最も都合よ

いのは当然だろ
う。
それと同時に 、
この
組合に
年令的な偏りがあまりあっ

五 、
六戸(名)
のこの
組合せに 、
年令n

世代の
適当なバ
ランスが
ある
方が具合ょい
とも考えられる。
当家組合とい

っ
ても 、
当人組合としての
機能もあると思われるからである。
こ
うした点

て
もまずかろ
う。
ある意味では 、

を含めて 、
この
当家組合の
組合せ
(グルlピシ
グ)
の
実態を分析するこ
と

が必要なの
だが 、
当面はそこ
まで立入っ
て
調べ
てい
ない 。
前掲の五つの
組

換順次簿からだけでは 、
こ
れを明かにし得ないので 、
い
まは止むを得ない 。

ところ
で 、
昭和二
九年四
月の
組換順次簿になると、
記載の
形式がそれま

でと違っ
ている。(写真D⑬⑬参照)
こ
れでは、
まず初回当家・
山田久吉と

あっ
て 、
すぐその
次に当家順次が山田久吉氏以下 、
四一
名が連記されてい

五
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るだけであり 、
あとはこ
れまでと概ね同様な当家の
賄による
常例献立の
具

体的内容が
記されてい
る。
こ
れはその
次の
昭和四二
年十月の
場合も同様で

やはり四一
名の
当家順次の
連記だけである。
そして 、
昭和二
九年の
ものに

は
他に
何の
記入もない
が 、
後者には三・
四
名ずつ
を括弧でくくっ
てある。

(写真D
⑮⑬参照〉
こ
れは 、
上述の
当家組合にあたるもので 、
当家を扶け

る役割をもっ
仲間である。

当家順次の
連記をこのように 、
数名ずつ
十二に
細分してあるのは 、
とり

もなおさず 、
年令が近い
同輩仲間
合唱EB旦ぬる
ないしは
年令組
守m0・80

をもっ
て 、
従来の
当家組合に
替っ
て 、
それと同様な機能を営ましめようと

したこ
とを示してい
る。
昭和二
九年の
組換簿には 、
この
ような記入はない

門5)

が 、
この
ときから実質的に
そう変っ
たの
だとい
うことである。

従っ
て 、
当

家組合を前述の
如く一
応、地縁的なも
の
と解釈すれば 、こ
れは地縁的組(近

隣組 、
宮町m
52・8σ
から年令組(問問。E83
へ
の
変化・
移行である。
官座

の
本質を年令階梯制として
捉えるとすれば 、
こ
れはある意味でナチュ
ラル

な成行きだとも云える。
他方 、
宮座がこの
石谷の
場合の
ように 、
「株座」

でなく「村座」
として早くから開放的(非閉鎖的)
な地域(地縁〉
組織に

なっ
ていたところ
では 、
当家が当家組合とい
う地縁(近隣〉

組によっ
て裏

付けされるこ
とも 、
また
当然のこ
とであろ
う。

かくて 、
この
近年の
変化・
移行の
意味をどう理解するかは 、
難かしい
間〈6)

題が含まれて
くるので 、

差当っ
ては問題の
指摘だけにとどめておきたい 。

なお 、
石谷のこの
当家と当家組合に
関して
考えねばならぬ問題は 、
通常

一
般の
宮座に
おいては 、
当家は
年聞を通して
何回かの
賄づ
とめがあり 、
主

なものが一 、
二
回として
も 、
その
当家(当人〉
たる
役割が一
つの
儀礼的地

五

位(同伊丹
g-∞S吉田)
として一
年間固定し、
しか
も 、
その
地位が当該個人の

年令階梯上昇のための
必須な通過儀礼的な意味をもつのに 、
石谷では
そう

ではないこ
とである。
石谷では 、
正
月(年頭)・
四
月(春祭〉・
十月(秋祭〉

の
それぞれのしゅ
うし

毎に 、
当家がかわり 、
当家の
賄づ
とめは
その一
回限

りで
あっ
て 、
他に
較べ
ればかなり軽いし、
しかも当家組合の
援助協力さえ

ある。そして 、
十余年の
(座H
当家組換の)
周期がくれば 、
一
切は御破算にな

っ
て 、
座員の
中には座員たるこ
とを長男や筆に
譲っ
て 、
退座(引退)
して

ゆくものが少なからずあり 、
その
当該個人の
地位の
年令階梯的な上昇は 、

ぢきに
限界に
きてしまう。
再び
次の
周期も 、
彼がひ
きつづ
き座員としての

こ
れば 、
年令階梯上の
地位は上るが 、
それは
本来 、
当家づ
とめを過去にお

いてしたとい
うことと、

必ずしも直接つ
ながらない 。
従っ
て 、
この
石谷の

場合は 、
周期的な組換制をとるこ
とによっ
て 、
当家の
実質的意味が 、

般

の
宮座の
場合とかなり異ると云わざるを得ない 。
このこ
とは 、
そもそも当

家とは
何か、
さらに
宮座において当家制はどのような本質的意味をもっ
の

か、
とい
う問題に

直接 、
関連してくるから、
い
ずれ他の
諸事例ともひきく

らべ
て 、
もっ
と検討してみる必要がある。

なお 、
この
周期制に
関連して
想起されるのは 、
東アフ
リカの

年令階梯制

にみられる
「円環型」(ミ己目。
旬々。〉
の
場合である。

こ
れは 、
前節の
弓削の
注(6)で
触れたキクユ
族などが「直線型L
Q宮g円

守旬。)
とされるのに
対する、
もう一
つの
類型で 、
ガラ
族
(南エ
チオピアの

東ハム
またはクシ
系牧農民〉

直
線
型は

などが
その
代表的なもので
ある。

毎年 、
思春期の一
定年令に
達した若者が割礼H
成年式で青年戦士階梯に
入



り 、
その
後は
年を経るにつ
れて
順次 、
階梯を上昇して
中年施政・
老年(長

老)
祭司の
諸階梯に至るもので 、
わが村落(民俗〉
社会でみられる若者組

-
中年組(中老〉・
長老組(衆)
といっ
た組
織は一
応、
この
類型でとらえる

こ
とがで
き 、
一
般に
宮座は正に
そうしたものだと見てよかろ
う 。
こ
れに
対

し
円環型は、
少年・
見習(戦士候補H
未割礼)・
青年戦士(割礼期の
も

の〉・
中年施政(割礼完了)・
老年(長老)
祭司とい
う数個の

階梯があっ
て 、

こ
れらの
階梯の
枠組(mE仏ろ
の
上を 、一
定の
名称をもっ
集団(n-26
が一

定期間毎に
順次上昇するかたちをとる。
例えば 、
Aとい
うクラスが八年毎

に
移動上昇すると、
」の
場合は五階梯だから
Q×
SH四O
年で
Aクラス

は
すべ
ての
階梯を通っ
たこ
とになる。
そして 、
父がAとい
うクラス

名称の

集団に
所属してい
れば 、
息子もAなる集団名称を受継 、がねばならぬとされ

てい
る。
つ
まり 、
Aが四O
年の
周期で全階梯を一
巡し
終ると、
Aなるクラ

ス
名は
再び
元にかえるので 、
息子はその
ときに 、
始めて
最初の
少年階梯に

入るこ
とになるわけだ 。
こ
れが円環型とよばれる類型の
ものだが 、
ここで

重要なこ
とは、
父が
年令階梯制の
上で
長老階梯に
ある限りは
(引退するま

では) 、
息子は
年令階梯制の
正式なメンバ
ーとして 、
どの
階梯に
も位置し

得ない 、
とい
うこ
とである。
かくて 、
仮りに
生れて
すぐ少年階梯に
入っ
た

もの
があっ
たと
すると、
彼は四十才で
引退するが 、
彼が二八才の
とき生れ

た長
男は、
この
とき十二
才で
始めて
少年階梯に入ることになり 、
以後は二

十才で
見習・
二八才で
戦士・一ニ六才で
施政者・
四四才で
長老となり五二
才

で
引退する。

また 、
父 、が三四才の
とき生れた次
男は、
父が引退の
とき六
才で
少年階梯

に
入り 、
十四才で
見習・
二二
才で
戦士・
三十
才で
施政者・
三八才で
長老と

宮
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なっ
て四六才で
引退する。
さらに
父が四十才の
ときに三
男が生れたとすれ

ば 、
それは
父と全く同じ経過をたどっ
て 、
零才で
少年・
八才で
見習・
十六

才で
戦士・
二四
才で
施政者・一二二
才で
長老・
四十才で
引退となるわけだ 。

要するに
円環型では、
年令階梯に
入る年令が一
定せ
ずマ
チマ
チであるこ

と
(大体 、
零t十余才で十余年の
年令幅がある) 、
そして引退年令も同様に

十余年の
年令幅があっ
て 、
しかもかなり上限が
低いこ
とが直線型に
較べ
て

重要な相異点として指摘されよう 。

このことは、
正に
前述の
如く、
石谷の
場合において 、
私が
他の一
般の
宮

座に
対比して
触れたこ
とと同様であっ
て 、(但し 、
石谷では入座の
下限は
他

と同様に 、
零才でなく十五
才) 、一
般の
宮座を一
応、
直線型の
年令階梯制と

い
うカテゴ
リーで

捉えうるとすれば(先述の
弓削の
場合は、
その
典型的な

例〉 、
石谷の
場合を円環型の
範時で捉えるこ
とも可能なのではなかろ
うか。

そして 、
周期的な座(当家順次〉
の
組換とい
う方式が 、
円環型の
周期と同

じような効果をもっ
て
機能している
点は、
見逃しえない
注目すべ
きことで

あるよ
うに

思う 。
つ
まり 、
父と息子(石谷では家を代表する長男〉
とが年

令階梯制において入れ換る(継受しあう)
とい
うことでゐっ
て 、
こ
れは
年

令階梯制と家族(わが国ではイエ)
が絡みあう問題だけに重
要である。
父

と息子が同時に 、
あるいは
すぐに
連続して 、
年令階梯制において
同等に
機

能しえない 、
とい
う理念は、

直線型に
もある程度みられるし、
イエ
と深く

結びついた宮座に
おいてはこ
とに
そうだから〈
||イエ

における隠居制と

の
関連など) 、
この
問題も宮座としては
十
分に
検討すべ
き諸点を含んでい

る
なお 、
前節注(6)
で
触れたように 、
直線型のキクユ
族では、
年令階梯

五
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制が双分組織と結びつ
き 、
双分間の
定期的な政権交代の
営みによっ
て 、
父

と息子が同じ双
分に
所属で
きぬことから 、
父と息子の二
世代連続の
政梅参

与ができない
仕組であっ
た 。
こ
れほどではないが 、
弓削の
場合は 、
父と長

男の
異る双分(左・
右〉

二
世代連続しての
上格(左)
維持は

への
所属に 、

してみると 、
右の
考察の
限りでは 、
次のよう

〈8〉

な類比が認められるのではないかと思われる。

不可とする理念がみられる。

ラ・
石谷
円環周期制i父が早く引退して 、
息子に
ゆずる。

〕
ガ

J
キクユ・
弓削
直線双分制|父は永くとどまるが 、
息子は同じ権限を

もたぬ 。

しかし、
安易なアナロ
ジーは危険なので 、
こ
うした問題は

他の
内外の
諸

事例と比較して 、
さらに
慎
重に
検討しなくてはならない 。

主
(1〉
かつ
て
は
春
祭は
三
月、
秋
祭は
九
月、
と
い
うよ
うに
月日
が
現
A!と
違っ
て
い
た

時
期
も
あっ
た
が

、
い
ま
は
こ
の旧
市
原
村
一帯
は
ほと
ん
ど
同じ
日
に
や
る
よ
うに
な

っ
て
い
る 。
な
お

、
そ
の
他
の
祭
礼
行
事
と
し
て
は

、
三
月
二
四
日
の
祈
念
祭・
七
月
十

五日
の恩
田祭・
九
月
十
五
日の
放生祭・
十二
月十日
の
祈念
祭
な
ど
が
あ
る。

(2)
白
鳥
神
社げらは
現
在 、
神
田
(座
間)
はな
く 、
む
か
し
も
な
かっ
た
とい
う 。
た
だ

約八
十年ほ
ど
前
に
平
地
の
立
木林
が
約一
町歩
あっ
た
が、
乙
れ
は
売却処分
し
て
し

まっ
た 。
一現
在 、
神
社の
運
営は
区
(
部
落)
か
らの
補
助と
各一戸の
負
担一
拠
出で
やっ

て
い
る
が 、
座
の
し
?
っ
し
(
饗
宴)
の
賄
は 、

当
然
な
が
ら
す
べ
て
当
家
が
負
担
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

後
述
の
よ
う
に 、
家
に
男
の
子
が
な
く
女
の
子
ば
か
り
で
聾
と
り
の

場
合 、
寄
が
き
て
も
次
の座
の
組
換
ま
で
は笠
は
義
父に
換
っ

て
入
座
でき
な
い。
そし

て
、

と
れ
も
後
述
の
よ
う
に

、
当
家
は
年
長
唄
に
あ
た
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
に 、

座
の
組

換
が
何
回
か
あ
っ
て
も 、

当
該
の
家
を
代
表
し
て
同一
人
が
永
い
間
ひ
き
つ
づ
き
座
員
に

と
どま
ると 、
必
然的
に
当
家
をす
る
回
数
もふ
え
る
こ
と
に
な
る。

だ
か
ら
女
の
子
ば

かり
の
家
は

、
こ
う
な
る傾向がつ
よ
く 、
何
回も
当
家
をせ
にゃ
な
ら
ん
の
は、
か
か

りが
多く
て運が悪
い、
と
云う 。

" 3 
変 換 よ

一 つ つ つ つ っ て つ つ 一 一 て て て 一 り }IJri り 現一 、 . 、
が 次 実 存土 大 太 神 豆 沼 さ 御 い 昆 柿 栢 粟 府 当 な 簿 施 の

器 根 は の 腐 〉 供 も 布 家 い の ) 最
/アー-------- し 箸 け ィー士一\ ゲヘ 営 の 記 の もプL ー ( 九 二 " ブしつ 儀 で 載 末 jJj
月 、 一 月 月 月 一 月 ー 入 、 lζ 尼 いニ G jj ニ 用 明 お l己 記

月 ) ゃ 月 り 治 い あ 録
品 二 て ぷ で

二 も \ あ
年 ( 当 る
の 最 家 明も � �と 治
の り ト 二
を 昭 玄 三
掲 手口 晶 年
げ 哩 の の
て τ 営 当
お うE 例 家
く 白 献 組。 習 立 換

立 の }I阪
に 内 次
主 容 簿

、 は (
大 、 明
筋 そ 治
は の 二
ほ 後 三と の 年
ん 各 一
ど 組 月

一
月

三
月

九
月

ぷ
り

さ
い
ら

は は 大 も み
じ ぜ 豆 ち か
き 米 ん

稲
穂

大・
小

'叶刈JI
こ
も

弓
矢

角
力

玄
米

御
幣

久
勢

hHJHJ
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/ー一一一~、九 三 一 御
月 月 月 供
角 く 的
力 ぜ

右一、
タ
参
り

(4)
ζ
の
写
真で 、
氏
名の
上に
赤マ
ル
印が
付い
てい
るの
は 、
石
谷か
ら
一
粁北の
如

来
部
落に
居
住し
てい
る
が
石
谷地
籍を
有
する
もの
で 、
乙
の
如
来は 、
乙
の
近辺
諸

部
落か
ら 、
移
住
戸が
集っ
てで
きた
比
較
的
新ら
しい
約
三
十戸の
部落で
ある 。

(5〉
な
お 、
云
う
まで
もない
が 、
そ
の
年に
死
人
が
出た
家は
当
家に
あ
たっ
てい
て
も

当
家はで
き
ない
し 、
当
家
組
合の
一
員と
し
ての
手
伝い
もで
き
ない 。
当
家が
当
家

と
し
ての
賄 事つ
と
め
をで
きぬ
と
き 、
次の
当
家
順
次の
家に
当家が
ゆ
くの
か 、
そ
れ

と
も
当
家
組
合の
もの
の
誰か
が
当家
をひ
き
う
ける
の
か
は
聞き
洩ら
した 。
次の
当

家
順
次の
家に
ゆ
くの
か
も
し
れぬ
し 、
そ
の
分は
当
家
組
合で
何とか
負
担
する
の
か

もし
れぬ 。
そ
し
て 、
乙
の
昭
和
二九
年
以
後の
新
ら
しい
方
式だ
と、
乙
の
点は
一
応 、

や
りや
す
くな
る
よ
うに
も
思
わ
れる 。

(6〉
各
年
代の
組
換
順
次
簿を
多
少 、
検
討し
て
みる
と 、
古い
もの
ほ
ど
そ
うな
の
だ
が

他
出
絶
家し
た
もの
が
割に
多い 。
こ
の
石
谷が
八
日
市に
近
く、
都
市
(化)
の
影
響

が
少
くないこ
と
を
考え
る
と、
十
数
年
t

二、
三
十年
間の
家の
消
長・
出
入
(
他
出

移入)
が 、
先
述の
諸
事
例に
較べ
て
多い
の
は
当
然で
あ
ろう 。
して
みる
と、
十
余

年ほ
どの
周
期で 、
か
な
り
徹
底し
た
座の
組
換が
行
わ
れる 、
乙
の
石
谷
方
式の
「村

座」
の
存
在
形
態
は 、
乙
の
よ
う
な
変
動の
多い
村
落の
場
合と
くに 、
十
分な
意
義を

構
造
機能
的に
もつ
もの
だ
と
云
えるの
で
は
な
か
ろ
うか 。

〈
7
〉
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(8)
未
聞
社
会やかつ
ての
わが
民
俗
社
会で 、
平
均
寿
命が
か
な
り
低い
とい
う
点
も
十

分
考
慮
すべ
き
だ
が 、
差
当つ
て
はと
くに
考
える
、必
要
もな
さそ
うな
ので 、
あえ
て

と
りあ
げない 。宮

座の
社
会人
類
学的
調
査
I

む

す

び

以上 、
前二
章で四つの
部落の
宮座について
調査結果の
概要を記述考察し

た。

本
稿
を
ひ
と
ま
ず
終
る
に
当
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は、

宮
座
の
祭
儀
権
を

掌握している長老(オトナ)
の
組織と機能が
存続維持されるためには 、座

の
運営の
実質的裏付となる
物的な基本財産が不可欠ではないか、
とい
うこ

とで
ある。
本稿で扱っ
た諸例でみる
限りで
も 、
多羅尾の
長田(オトナダ) 、

鋳物師の
内座の
田村神社 、
弓削の
阿弥陀堂などはそうした物的基本財とし

て
座運営の
経済的基盤をなしてきたもの
と思われる。
多羅尾では座株とい

うかたちで
強固な株座組織となり 、
それが座無し
米の
慣行とも結びついて

村落の
階層構造上 、
重要な問題となろうが 、
この
点については資料をもっ

とととの
えて
再吟味したい
と思う。
鋳物師の
内座の地縁結合 、が
宮座全体や

長老組織とどうい
うつ
ながりがあるのか、
まだ検討すべ
き問題があるが 、

宮田(座田)
がどのようなかたちで田村神社や竹田
神社に
結びついてい
た

のか、い
まの
ところ資料が不十分である。
弓削の
場合の
神仏習合の
実態は 、

組織面だけでなく座回(寺田)
など 、
いま少し経済的側面からの
分析が当

然 、
なされなくてはなるまい 。
こ
れらの
諸例にひ
き
くらべ 、

石谷では 、
カミ

なり早くからこのよ
うな物的基本財が乏しく宮座運営の

経済的基盤がよわ

いために 、
長老衆の
祭儀権も確立しなかっ
たか、
あるいは衰えたもの
と解

せられはしないか。
い
ずれにして
も 、
こ
れらの
諸問題は 、
今後に
検討さる

ベ
き事柄として 、
い
まは示唆に止めておく次第である。

はじめにおこ
とわりしたよ
うに 、

調
査
日
程の
都合その
他の
事情のため

五
五
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に 、
十分な資料・
事実を入手したとは云い
難いが 、
本稿での
大筋の
分析に

は一
応、
事たりるものであっ
たかと思う。
ここでの
分析視角は 、
理論的に

は
私が先に
発表した別の
論文(「宮座制覚書」 、『民族学からみた日本
||岡

正
雄教授古稀記念論文集』
昭和四五年 、
河出書房新社刊 、
所収)
で 、
その

枠組をすでに
示してある。
この
枠組に
もとづ
く予備的広域調査が先稿「滋

賀県の
宮座の
現況」
である、が 、
それを基盤ないし背景として
試みた
集中的

調査の
結果報告の
第一
部が本稿である。
前二
章の
叙
述
でもみられたよ
う

に 、
本稿は 、
続いて
本年度(昭和四六
年)
に
実施予定の
湖西・
湖北の
調査

とあわせて 、
総括的に
検討さるべ
き理論的な諸問題を少なからず含んでい

る。
従っ
て 、
本稿のはじめにでも述べ
たように 、
本年度の
調査結果を第二

部として
報告してから、
そうした問題を更に
検討する考えである。
本稿で

考察不十分な諸問題は 、
その
ときまで 、
しばらくとどめておく他はない 。

しかし、
本稿の
叙述考察について 、
御気付の
点 、
御批判は是非 、
参考にし

たいので 、
御高見をい
ただければ幸である。

終りに 、
今回の
調査に
積極的に
御協力下さっ
た 、
多
羅
尾の
下
畑
藤
之助

氏 、
鋳物師の
若村関之助氏 、
弓削の
松瀬喜太郎氏と山中恒市氏 、
石谷の
松

吉捨次郎氏と松村伝次氏 、
並びに
側面から穏々
の
御便宜をはかつ
て
下さっ

た信楽町教育委員会の
渓逸郎氏 、
蒲生町教育委員会の
中島予氏と白井誠行

氏 、
永源寺町役場の
松村勝一
氏 、
その
他の
方々
に
厚く御礼を申上げたい 。

〔
付記〕
乙
の
調
査
研
究は
昭
和
四五
年
度の
文
部
省
科
学
研
究
費
及び
東
洋
大
学アジ
ア
・

ア
フ
リカ

文
化
研
究
所の
研
究
費の
交
付をvつ
けて
実施
さ
れた
もので
ある 。

(一
九
七一
年一
月
三
十日
脱
稿)



A- l  多緩尾代宮所跡の森

A-2 代官屋敷の一部

A- 3 多羅尾郷新 回



A- 4 高宮神社参道入 口



A-7 左長座の帳箱裏書

A-l0 現在の座長議会記録
A-8 寛政十二年長控名寄覚帳

A-9 向上 座無 し米の記載あ り



A-12 右 に 同 じ A-ll A-I0 の記載内容

A-13 座田の落札記録

A-14 幕末期の長仲間積立貸附米規約



A - 15 前頁につ づ く 貨府米記録

A - 17 明 治36竿の座 の 収支決裁記録

A - 18 明 治40年に左長座へ 出 し た 玄米借用証書 A-16 明治中期 の 長積立米貸附
名 前帳



A- 19 大正期 の左長座積立米の借用証

A-20 向 上



B - 2 竹 田 神 社境内 の ‘ し ゅ う しべや'

B- l 竹 田 神社の社殿正面

B - 3 同 上

B - 4 二の 宮神社



B - 5  田村神社の森

B - 7 文化 ・ 文政年間 の 神 明 講 当 番帳

B - 6  田村神社 々 殿

B - 8 B-7 の記載



B - 9 明 治後期 の 田 村神社献燈順番帳

B - l0 現在の神 明講勘定候

B- ll B-l0 の記載

B - 12 広 畑



B - 13 野 神 さ ん

B - 14 現在の 野神 当番帳の記載



C-l 阿 弥 陀 寺



C- 4 八幡宮跡の記念碑



C - 7 小 日 吉神社境内 の ‘ し ゅ う しベや'

C-9 し ゅ う しべや の 内部 C- 8 

C-l1  C - I0 



C - 12 烏帽子着の装束

C - 13 向 上

C - 14 向 上



C - 17 前 に 同 じ





C - 21 前 に 同 じ

C - 22 前 に 同 じ

C - 24 C-23 の記載内 容

C - 23 天保期 の生子年月 目 覚帳



C - 25 前 に 同 じ

C-26 前 に 同 じ

C - 27 前 に 同 じ



C - 29 、 湯立て' 行事

C - 28 松瀬喜太郎氏 (左〕 山 中要治氏 (右〉

C - 30 同 上

C - 31 向 上



C - 32 前 に つ づ く

C - 33 同 上



C- 34 怪 し ゅ う しぺや' で の し ゅ う し (着座を は じ む〉

C-35 座下 り 順の し ゅ う し の 折詰



D - l 白 鳥 神 社

D - 3  石谷 の 籍 り 座 (座小屋〉



D- 5 D-4 の記載 内 容

D - 4  明 治23年の 当家組換順次簿

D- 7 向 上

D- 8 同 上



D-9 前につづく

D-ll 左の記載内容

D-l0 昭和5年当家組換順次簿

D-12 向上



D-14 右の記載内容

D-13 昭和29年当家組投順次簿

D-16左の記載内容

D-15 昭和42年当家組換)順次簿


